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能
登
青
翔
高
校
最
後
の
卒
業
生

卒
業
証
書
と
誇
り
を
胸
に
、

社
会
へ
飛
び
出
す
。

Photo ／高野勉校長から卒業証書を受け取る坂下麻美さん（総合学科）＝ 3 月 5 日＝
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『
頑
張
れ 
東
北
』

役
場
庁
舎
、
支
所
、
出
張
所
、
公
立

宇
出
津
総
合
病
院
、
議
会
庁
舎
窓
口

に
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
義
援

金
募
金
箱
を
設
置
し
ま
し
た
。
能
都

庁
舎
窓
口
で
は
休
日
も
設
置
し
ま
す
。

被
災
者
支
援
の
た
め
に
、
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平成23年度

第 1 回町議会定例会より抜粋

施 政 方 針
能

登
町
創
生
期
と
も
言
え

る
6
年
間
を
終
え
、
本

年
は
次
の
ス
テ
ッ
プ
で

あ
る
成
長
期
、
成
熟
期
へ
進
む
初
年

度
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
と
知
恵
を
出
し
合

い
な
が
ら
、
更
に
一
歩
前
、
一
段
上

へ
進
む
べ
く
、
生
活
環
境
・
教
育
環

境
の
整
備
、土
地
の
有
効
利
用
な
ど
、

町
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
の
福
祉
の

向
上
に
な
る
も
の
は
何
か
を
常
に
考

え
、
取
り
組
む
べ
き
施
策
に
「
生
き

た
投
資
」
を
行
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
と
の
き
ず
な
を
よ

り
固
く
し
、
協
働
で
町
づ
く
り
を
進

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

危
機
的
だ
っ
た
財
政
状
況
は
町
民

や
議
会
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
の
下
で

行
っ
た
集
中
財
政
改
革
期
間
を
経

て
、
改
善
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
２
月
に
公
表
さ
れ
た

平
成
22
年
度
国
勢
調
査
速
報
集
計

結
果
に
よ
る
能
登
町
の
人
口
は

１
万
９
５
７
５
人
。
５
年
前
と
比
べ

２
２
１
７
人
の
減
と
な
り
、
減
少
率

は
県
下
最
大
の
10
・
17
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

人
口
の
減
少
に
よ
っ
て
、
当
町
の

歳
入
基
盤
へ
の
悪
い
影
響
が
懸
念
さ

れ
ま
す
し
、
急
激
な
少
子
化
や
高
齢

化
、
景
気
雇
用
情
勢
の
悪
化
は
、
社

会
保
障
関
係
経
費
を
増
大
さ
せ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

今
後
も
財
源
の
確
保
と
持
続
可
能

な
財
政
基
盤
の
確
立
を
図
る
べ
く
、

行
財
政
運
営
の
更
な
る
合
理
化
を
進

め
、
地
域
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
確

実
に
提
供
で
き
る
よ
う
、
国
の
動
向

を
し
っ
か
り
と
見
極
め
細
心
の
注
意

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

平
成
23
年
度
予
算
編
成
方
針
と

財
政
規
模

　

平
成
23
年
度
の
予
算
編
成
で
は
、

歳
出
で
能
都
中
学
校
改
築
事
業
や
能

都
地
区
有
線
テ
レ
ビ
伝
送
路
整
備
な

ど
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
予
定
さ

れ
、
今
後
も
公
債
費
が
高
い
水
準
で

推
移
す
る
こ
と
や
、
高
齢
者
増
に
よ

る
社
会
保
障
関
係
経
費
の
増
加
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

　

歳
入
面
で
は
、
普
通
交
付
税
で
国

次
の
ス
テ
ッ
プ
に
向
け
て
、

取
り
組
む
べ
き
施
策
に「
生
き
た
投
資
」を
―

勢
調
査
の
人
口
減
に
よ
る
影
響
が
あ

る
こ
と
や
、
事
業
仕
分
け
の
反
映
な

ど
地
方
財
政
に
与
え
る
影
響
が
不
透

明
な
部
分
も
あ
り
ま
し
た
が
、
結
果

的
に
は
一
般
財
源
の
確
保
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

予
算
編
成
で
は
、
可
能
な
限
り
経

常
経
費
の
削
減
を
図
り
な
が
ら
施
策

の
見
直
し
を
行
い
、
町
民
生
活
へ
の

関
連
性
が
高
く
緊
急
性
の
あ
る
事
業

を
優
先
し
、
将
来
の
発
展
に
必
要
な

事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
を

基
本
方
針
と
し
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
当
初
予
算
の
規

模
は
、
一
般
会
計
が
前
年
度
当

初
予
算
対
比
10
・
９
％
増
の

１
４
７
億
８
１
０
０
万
円
、
特
別

会
計
予
算
の
総
額
は
17
％
増
の

83
億
１
９
７
２
万
３
千
円
、
企

業
会
計
予
算
の
総
額
は
、
３
・
１

％
増
の
32
億
２
６
２
１
万
５
千

円
と
な
り
、
全
会
計
を
合
わ
せ

た
予
算
総
額
は
11
・
７
％
増
の

２
６
３
億
２
６
９
３
万
８
千
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

潤
い
あ
る
暮
ら
し
を
支
え
る

快
適
な
ま
ち
づ
く
り 

　

町
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
ま
ち

づ
く
り
事
業
と
し
て
、「
生
活
交
通

対
策
事
業
」
で
は
、
地
域
住
民
の
足

東北地方太平洋沖地震のお見舞い

　3 月 11 日、東北地方三陸沖を震源地と

するマグニチュード 9.0 の地震が発生しま

した。亡くなられた方々のご冥福をお祈

りいたしますとともに、被災されました

皆さんとそのご家族に対しまして、心か

らお見舞い申し上げます。また、行方不

明者の捜索、避難者の救護・救援に全力

を挙げられている関係者の皆さんに改め

て敬意を表します。

　我が国観測史上最大規模となる今回の

地震により、北海道から沖縄にかけての

広い範囲で大津波が発生しました。能登

半島沿岸にも津波注意報が発令され、防

災無線や有線テレビで海岸線地区の皆さ

んに注意喚起の広報を実施いたしました。

　住民の皆さんにおかれましては、今回

の地震を機に、津波発生時の避難経路や

避難場所、災害時に対する日常からの心

構えを再点検していただくようお願いい

たします。

　最後に、被災された地域の一日も早い

復旧・復興をお祈りいたしますとともに、

能登町としてもできるだけの人的・物的

支援や義援金の呼びかけなどを行ってい

きますので、皆さんのご協力をお願いい

たします。
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新
た
に
身
体
障
害
者
へ
の
医
療
・
介

護
・
就
労
な
ど
の
生
活
相
談
窓
口
と

し
て
青
山
彩
光
苑
穴
水
ラ
イ
フ
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ
の
委
託
料
を
計
上

し
ま
し
た
。

　

能
登
町
の
明
日
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
健
全
育
成
の
た
め
、
引
き
続
き

中
学
生
ま
で
を
対
象
と
し
た
「
子
ど

4

施 政 方 針

上
し
た
ほ
か
、
能
登
町
Ｐ
Ｒ
事
業
と

し
て
、
金
沢
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し

た
出
向
宣
伝
や
「
能
登
は
や
さ
し

や
Ｃ
Ｍ
事
業
」
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
「
海
洋
深
層
水
振
興
事
業
」
で
は
、

「
し
お
サ
ミ
ッ
ト
」
の
開
催
経
費
や

海
洋
深
層
水
を
活
用
し
た
畜
養
施

設
整
備
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
引
き
続
き
地
域

住
民
協
働
で
行
う
「
灯
り
回
廊
事

業
」、
四
季
を
と
お
し
て
能
登
町
の

体
験
・
味
わ
い
な
ど
を
五
感
で
感
じ

る
イ
ベ
ン
ト
「
地
域
づ
く
り
総
合
支

援
事
業
」
へ
の
補
助
金
を
計
上
し
交

流
人
口
の
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

健
や
か
で
や
す
ら
ぎ
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り 

　
「
障
害
者
福
祉
事
業
」
で
は
、
成

年
後
見
人
制
度
に
お
け
る
諸
経
費
や

て
の
鮮
漁
箱
張
り
付
け
シ
ー
ル
作

成
費
に
対
す
る
助
成
を
計
上
し
た

ほ
か
、
漁
船
の
機
関
換
装
に
対
す

る
融
資
資
金
の
利
子
補
給
に
つ
い

て
増
額
計
上
し
ま
し
た
。

　
「
商
工
観
光
事
業
」
で
は
、
新
た

な
地
域
振
興
事
業
と
し
て
、
奥
能
登

4
市
町
で
行
政
、
商
工
会
、
観
光
物

産
関
連
団
体
が
連
携
し
「
別
所
岳
」

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
観
光
情
報
の

提
供
や
地
域
特
産
品
な
ど
の
展
示

販
売
を
行
う
た
め
の
負
担
金
を
計

し
て
、
都
市
部
の
子
ど
も
た
ち
を
対

象
と
し
た
交
流
受
入
事
業
へ
の
助

成
、
遊
休
農
地
有
効
利
用
促
進
事
業

と
し
て
耕
作
放
棄
地
を
活
用
し
た
振

興
作
物
産
地
拡
大
や
施
設
整
備
に
対

す
る
助
成
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

地
場
産
業
の
育
成
を
図
る
た
め
、

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
加
工
販
売
業
務
支

援
費
を
は
じ
め
、
ク
ロ
マ
ル
ハ
ナ
バ

チ
飼
育
事
業
で
は
、
試
験
飼
育
期
間

を
経
て
、
更
な
る
商
品
化
率
向
上
を

図
る
た
め
生
産
事
業
補
助
金
を
計
上

し
ま
し
た
。

　

農
業
基
盤
整
備
は
、
経
営
の
安
定

化
を
進
め
る
た
め
「
農
村
振
興
総
合

整
備
事
業
」
を
は
じ
め
、「
県
営
老

朽
た
め
池
整
備
事
業
」、「
県
営
中
山

間
地
域
総
合
整
備
事
業
」、「
県
営
畑

地
帯
総
合
整
備
事
業
」
を
引
き
続
き

実
施
し
て
、
区
画
整
理
、
集
落
道
の

整
備
、
防
火
水
槽
の
整
備
、
た
め
池

の
整
備
、
畑
地
帯
へ
の
水
源
確
保
の

た
め
に
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
整
備
な
ど

を
行
い
ま
す
。

　
「
林
道
整
備
事
業
」
で
は
、
３
路

線
の
開
設
舗
装
事
業
を
引
き
続
き

行
い
ま
す
。

　

水
産
業
で
は
、
新
た
に
「
水
産
業

活
性
化
促
進
事
業
」
と
し
て
、
鮮

度
保
持
を
図
る
鮮
魚
用
コ
ン
テ
ナ

整
備
や
ブ
ラ
ン
ド
促
進
対
策
と
し

一
時
的
な
雇
用
機
会
の
創
出
を
図
る

「
緊
急
雇
用
創
出
事
業
」
を
増
額
し

継
続
計
上
し
ま
し
た
。

　

地
域
の
実
情
に
応
じ
、
地
域
求
職

者
な
ど
を
雇
い
入
れ
て
雇
用
機
会
を

創
出
す
る
企
業
に
対
し
、
そ
の
取
り

組
み
を
支
援
す
る
「
ふ
る
さ
と
雇
用

再
生
特
別
基
金
事
業
」
も
継
続
し
て

予
算
化
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
農
業
総
務
費
」
は
、
国
連
食
糧

農
業
機
関
が
認
定
す
る
「
世
界
農
業

遺
産
ジ
ア
ス
」
に
、
羽
咋
市
以
北
４

市
４
町
で
構
成
す
る
「
能
登
の
里
山

里
海
」が
登
録
申
請
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
現
在
も
営
ま
れ
て
い
る

農
業
活
動
と
、
そ
の
基
盤
と
な
る
生

物
多
様
性
を
「
遺
産
」
と
し
て
次
世

代
へ
の
継
承
を
目
指
す
も
の
で
、
登

録
さ
れ
る
こ
と
で
、
里
山
里
海
保
全

に
向
け
た
国
際
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
や
、
観
光
客
の
誘
客
促
進
が
期

待
で
き
ま
す
。
遺
産
登
録
を
前
提
に

能
登
の
里
山
里
海
発
信
事
業
へ
の
負

担
金
を
新
た
に
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
能
登
町
の
農
林
水
産
物
の

鮮
度
を
生
か
し
た
食
材
提
供
の
可
能

性
調
査
な
ど
を
実
施
す
る
開
発
調
査

研
究
事
業
や
有
害
鳥
獣
駆
除
防
除
へ

の
補
助
金
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
「
農
業
振
興
対
策
事
業
」
で
は
、

奥
能
登
の
農
山
漁
村
の
活
性
化
策
と

　
「
公
営
住
宅
整
備
事
業
」
は
、
鵜

川
駅
前
団
地
結
露
対
策
事
業
や
新
た

に
梅
の
木
団
地
で
２
棟
の
除
じ
ょ
き
ゃ
く却

解
体

経
費
や
外が
い
こ
う構

整
備
費
を
計
上
し
た
ほ

か
、
城
野
住
宅
１
棟
２
戸
の
新
築
経

費
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

除
雪
対
策
は
、
近
年
の
大
雪
を
考

慮
し
、
除
雪
ド
ー
ザ
ー
の
購
入
と
除

雪
業
務
委
託
で
固
定
費
の
強
化
を
図

り
、
稼
働
費
を
含
め
た
所
要
経
費
を

増
額
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

消
防
設
備
で
は
、
水
難
救
助
用
備

品
や
耐
震
性
防
火
水
槽
の
整
備
、
高

規
格
救
急
車
１
台
の
更
新
の
ほ
か
、

宇
出
津
第
２
分
団
の
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

松
波
市
街
地
の
豪
雨
時
の
浸
水
を

防
止
す
る
た
め
、
浸
水
対
策
管
路
整

備
を
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
に

お
い
て
継
続
計
上
し
、
本
年
度
の
完

成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

地
の
恵
み
を
糧
と
す
る

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り 

　

企
業
の
雇
用
情
勢
が
不
安
定
で
あ

り
、
非
正
規
労
働
者
や
中
高
年
齢
者

な
ど
に
対
す
る
雇
用
・
就
業
機
会
は

依
然
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

生
活
安
定
の
た
め
の
雇
用
支
援
と

し
て
、
町
の
臨
時
職
員
の
雇
用
を
は

じ
め
、
民
間
企
業
な
ど
に
委
託
し
て

を
守
る
観
点
か
ら
路
線
バ
ス
運
営
費

の
補
助
金
や
能
登
有
料
道
路
通
行
料

金
軽
減
対
策
補
助
金
を
確
保
し
た
ほ

か
、
バ
ス
待
合
所
整
備
費
補
助
金
を

追
加
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ

て
更
な
る
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
地

域
交
通
体
系
を
検
討
す
る
た
め
「
乗

り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
実
証
運
行
経

費
」
を
計
上
し
、
効
率
的
な
交
通
対

策
を
進
め
ま
す
。

　
「
防
災
行
政
告
知
施
設
整
備
事
業
」

で
は
、
能
都
地
区
の
告
知
施
設
整
備

費
を
計
上
し
ま
し
た
。
町
内
会
単
位

の
き
め
細
か
な
告
知
や
録
音
放
送
、

能
登
町
内
加
入
者
間
の
無
料
電
話
が

可
能
に
な
る
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
内
容

の
統
一
を
図
り
ま
す
。

　

道
路
橋
梁
関
係
で
は
、
住
民
生
活

に
密
着
し
た
13
路
線
の
改
良
費
を
新

規
に
計
上
し
た
ほ
か
、
４
路
線
の
整

備
を
継
続
。
昨
年
に
引
き
続
き
実
施

す
る
「
新
町
通
り
線
整
備
事
業
」
で

は
、
梶
川
橋
の
架
け
替
え
工
事
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　
「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
」
で

は
、
旧
宇
出
津
駅
前
の
能
都
共
同
福

祉
会
館
横
の
南
北
道
路
新
設
事
業
費

を
計
上
し
た
ほ
か
、
宇
出
津
62
号
線

の
消
雪
装
置
設
置
工
事
を
計
上
し
ま

し
た
。

能都地区の告知施設をリニューアル
きめ細かい告知と町内無料電話が可能に



地
域
医
療
を
守
る
た
め
に
基
金
を
積
み
立
て

医
師
・
看
護
師
確
保
な
ど
の
課
題
に
対
応
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上
対
策
と
し
て
基
礎
学
力
調
査
費
や

指
導
力
向
上
を
図
る
た
め
の
研
究
モ

デ
ル
事
業
費
を
計
上
し
た
ほ
か
、
新

学
習
指
導
要
領
に
対
応
し
た
教
科
書

改
訂
に
基
づ
く
教
材
備
品
の
購
入
費

を
追
加
。
学
校
統
合
に
伴
う
ス
ク
ー

ル
バ
ス
整
備
費
も
計
上
し
ま
し
た
。

　

通
学
費
助
成
で
は
、
保
護
者
負
担

の
軽
減
を
図
る
た
め
、
距
離
要
件
を

廃
止
し
て
バ
ス
通
学
定
期
購
入
者
全

員
を
対
象
と
す
る
見
直
し
を
行
い
、

助
成
額
を
増
額
し
ま
す
。

　

新
た
に
千
葉
県
流
山
市
と
の
小
学

生
交
流
事
業
を
追
加
し
た
ほ
か
、
宮

崎
県
小
林
市
と
の
中
学
生
交
流
事
業

や
外
国
語
指
導
助
手
招
致
事
業
、
各

種
大
会
へ
の
助
成
も
行
い
ま
す
。

　
「
学
校
建
設
費
」
で
能
都
中
学
校

改
築
事
業
の
工
事
費
を
予
算
化
し
、

教
育
環
境
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
能

登
高
校
に
対
す
る
支
援
で
は
、
通
学

バ
ス
の
運
行
支
援
を
拡
充
し
ま
す
。

　
「
社
会
教
育
費
」
で
は
、「
満
天
星
」

の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
更
新
経
費
を
は

じ
め
、
公
民
館
バ
ス
の
更
新
費
用
を

計
上
し
ま
し
た
。

　
「
文
化
財
保
護
費
」
は
、
真
脇
遺

跡
整
備
事
業
で
環
状
木
柱
列
復
元
工

事
費
な
ど
を
引
き
続
き
計
上
し
、
本

年
の
完
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
「
ス
ポ
ー
ツ
大
会
補
助
事
業
」
で

は
、
猿
鬼
歩
こ
う
走
ろ
う
健
康
大
会

が
25
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
記

念
大
会
と
し
て
所
要
経
費
を
計
上
し

た
ほ
か
、
本
年
秋
に
開
催
が
予
定
さ

れ
て
い
る
マ
ス
タ
ー
ズ
２
０
１
１
石

川
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
の
た
め
に
、

藤
波
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
改
修
経
費
を

計
上
し
ま
し
た
。

豊
か
な
自
然
を
守
り

活
か
す
ま
ち
づ
く
り

　
「
墓
地
公
園
管
理
費
」
と
し
て
、

墓
地
公
園
の
拡
張
工
事
費
を
計
上

し
、
４
㎡
か
ら
５
㎡
の
も
の
を

１
０
０
区
画
整
備
し
ま
す
。

　
「
中
山
間
地
域
直
接
支
払
い
交
付

事
業
」
で
は
、
面
積
要
件
の
緩
和
に

伴
う
対
象
面
積
の
増
加
で
交
付
金
を

増
額
計
上
し
ま
し
た
。

　

環
境
保
全
対
策
と
し
て
、
グ
リ
ー

ン
カ
ー
テ
ン
設
置
費
用
や
木
質
ペ
レ

ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
設
置
助
成
な
ど
も

計
上
し
て
い
ま
す
。

　
「
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付

町
民
の
一
体
感
を
醸
成
す
る
た
め

『
能
登
町
音
頭
』を
制
作

金
事
業
」、「
松
く
い
虫
対
策
防
除
事

業
」、「
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上

対
策
事
業
」
な
ど
も
引
き
続
き
事
業

を
進
め
ま
す
。

住
民
が
連
携
・
交
流
す
る

ま
ち
づ
く
り

　

能
登
町
民
の
一
体
感
醸
成
を
図
る

た
め
「
能
登
町
音
頭
」
の
制
作
費
用

を
計
上
し
た
ほ
か
、
赤
崎
集
会
所
整

備
事
業
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
「
企
画
調
整
費
」
は
、
住
民
主
体

の
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援
し
、
更

な
る
活
性
化
を
図
る
た
め
、
公
益
信

託
能
登
町
エ
ン
デ
バ
ー
フ
ァ
ン
ド
21

へ
の
出
損
金
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
振
興
費
」で
は
、新
た
に「
地

域
再
生
人
材
大
学
連
合
サ
ミ
ッ
ト
ｉ

ｎ
能
登
」
の
開
催
や
能
登
に
お
け
る

地
域
課
題
調
査
研
究
、
地
域
課
題
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
の
開
催
な
ど
を
行
う
「
能

登
キ
ャ
ン
パ
ス
構
想
事
業
」
へ
の
助

成
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
都
会
か
ら
若

者
や
大
学
生
、
研
究
者
を
能
登
に
呼

び
寄
せ
、
調
査
研
究
活
動
や
里
山
里

海
保
全
活
動
を
通
じ
交
流
を
進
め
る

「
里
山
里
海
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
」
を

は
じ
め
「
自
然
体
験
指
導
者
講
習

会
」、「
奥
能
登
ウ
エ
ル
カ
ム
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
事
業
」
や
小
学
生
を
対
象
と

し
た
「
自
然
体
験
学
習
ツ
ア
ー
」
へ

の
助
成
、「
地
域
再
生
事
業
」
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
地
方
議
会
議
員
年
金

制
度
廃
止
に
伴
う
公
費
負
担
額
を
計

上
し
た
ほ
か
、
行
政
シ
ス
テ
ム
の
経

費
節
減
を
目
的
に
、
奥
能
登
広
域
圏

市
町
が
共
同
で
シ
ス
テ
ム
統
合
を
進

め
る
た
め
の
所
要
経
費
を
奥
能
登
広

域
圏
事
務
組
合
の
負
担
金
に
計
上
し

ま
し
た
。

　

高
度
通
信
網
の
整
備
で
は
、
有
線

テ
レ
ビ
の
能
都
地
区
再
整
備
事
業
費

を
計
上
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー

ビ
ス
の
加
入
促
進
に
も
努
め
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
共

に
、
能
登
町
発
展
の
た
め
未
来
の
町

づ
く
り
を
見
据
え
た
取
り
組
み
に

ま
い
進
す
る
所
存
で
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

も
医
療
費
給
付
事
業
」
や
「
子
ど
も

手
当
給
付
事
業
」
に
つ
い
て
も
継
続

計
上
し
ま
す
。

　
「
予
防
接
種
事
業
」
で
は
、
新
た

に
小
児
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

対
す
る
助
成
を
計
上
し
ま
し
た
。
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
、
ヒ

ブ
ワ
ク
チ
ン
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
計

上
し
て
い
ま
す
。

　
「
母
子
保
健
推
進
事
業
」
は
、
不

育
治
療
支
援
事
業
を
継
続
し
、
特
定

不
妊
治
療
支
援
事
業
の
限
度
額
を
改

正
し
て
助
成
を
拡
大
し
ま
す
。

　
「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
事
業
」

と
し
て
、
児
童
虐
待
防
止
の
た
め
に

養
育
者
の
ケ
ア
を
行
う
「
ハ
イ
リ
ス

ク
母
子
グ
ル
ー
プ
支
援
事
業
」、
言

語
や
精
神
面
の
発
達
に
障
害
が
あ
る

幼
児
や
保
護
者
に
助
言
を
行
う
「
療

育
相
談
事
業
」
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
「
が
ん
検
診
事
業
」
で
は
、
早
期

発
見
・
早
期
治
療
に
よ
る
死
亡
率
の

抑
制
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
祝

日
・
休
日
や
夜
間
検
診
な
ど
、
町
民

が
受
診
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
配

慮
し
、受
診
率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
「
病
院
費
」
で
は
、
地
域
医
療
を

確
保
し
医
療
機
能
の
強
化
や
医
師
・

看
護
師
確
保
な
ど
の
課
題
に
対
応
す

る
た
め
地
域
医
療
対
策
基
金
へ
の
積

立
金
を
計
上
し
ま
し
た
。
看
護
師
等

修
学
資
金
貸
付
金
に
対
し
助
成
す
る

ほ
か
、
病
院
個
室
ト
イ
レ
設
置
工
事

や
医
療
機
器
の
更
新
な
ど
繰
出
基
準

に
基
づ
く
財
政
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
創
造
性
と
元
気
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り 

　

育
英
事
業
で
は
、
景
気
低
迷
と
子

ど
も
を
持
つ
世
帯
の
雇
用
や
所
得
環

境
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
奨
学
資

金
基
金
へ
積
立
金
を
計
上
し
た
ほ

か
、
障
害
が
あ
る
児
童
生
徒
に
学
校

生
活
上
の
介
護
や
学
習
活
動
上
の
支

援
な
ど
を
行
う
特
別
支
援
員
を
増
員

配
置
し
ま
す
。

　

小
学
校
教
育
振
興
費
は
、
学
力
向
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歳入では、町税が前年度より 9864 万 6
千円減の 16 億 2180 万 4 千円を見

込んでいます。町民税の納税義務者数減少や景
気低迷による法人税の減少などを見込み、減額
となりました。

歳入全体の約５割を占める地方交付税は、
普通交付税が 3 億 3700 万円の増額、特別交
付税が 3000 万円の減額で、総額 78 億 1500
万円を見込んでいます。

国庫支出金は、能都中学校改築事業に伴う
交付金で 6 億 916 万 6 千円、子ども手当給付
事業で 3842 万 5 千円、予防接種事業で 438
万 5 千円などが増額となり、総額 14 億 6002
万 7 千円を見込んでいます。

町債は、防災行政告知施設整備事業や能都
中学校改築事業などの大型事業の実施により 7
億 1310 万円と大幅な増額で総額 22 億 1720
万円となりましたが、公共事業の地域経済への
影響と公債費負担の適正化とのバランスを保ち
ながら、計画的に発行額の抑制に努めています。

歳出を性質別でみると、義務的経費が総
額 65 億 6783 万 9 千円で歳出全体

の 44.4％を占めています。人件費は職員の退
職など行政改革の推進により退職手当負担金が
増額となりましたが、職員給などが減額となり、
前年度より 2480 万 1 千円減の 24 億 1107 万
7 千円となりました。扶助費は 3 歳未満の子ど
も手当給付額の増額や子ども医療費給付事業な
どで前年度より 5762 万 9 千円増額し、10 億
301 万 9 千円となりました。公債費は、これ
までの計画的な繰上償還や新たな地方債の発行
抑制などで、前年度より 1 億 6166 万 8 千円
減の 31 億 5324 万 3 千円となりました。

普通建設事業費では、能都中学校改築事業
をはじめ、防災行政告知施設整備事業、まちづ
くり交付金事業（旧宇出津駅周辺整備）など大
型事業の着工により、前年度より 13 億 4039
万円増の 28 億 2668 万 6 千円となりました。

補助費等では、奥能登広域圏事務組合での
市町共同によるシステム統合経費の負担や高規
格救急車更新などが増えた一方で、公立宇出津
病院への補助金が大きく減少。211 万 4 千円
減の総額 23 億 6900 万 4 千円となりました。
積立金は、新たに地域医療対策基金を設置した
ことなどで、１億 2639 万 4 千円となりました。

用
語
解
説

【
歳
入
】

自
主
財
源
：
町
税
、分
担
金
及
び
負
担
金
、

使
用
料
、手
数
料
、財
産
収
入
、繰
入
金
、諸

収
入
な
ど
自
主
的
に
収
入
し
う
る
財
源

依
存
財
源
：
地
方
交
付
税
、国
庫
支
出
金
、

県
支
出
金
、地
方
譲
与
税
、地
方
債
な
ど
国

の
意
志
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
額
を
交
付
さ

れ
た
り
、割
り
当
て
ら
れ
た
り
す
る
収
入

町
税
：
町
民
税
、固
定
資
産
税
な
ど
皆
さ
ん

が
納
め
た
税
金

分
担
金
・
負
担
金･･

保
育
料
や
そ
の
他
受
益

者
負
担
金
な
ど

使
用
料
及
び
手
数
料･･

施
設
使
用
料
な
ど

繰
入
金
：
町
の
基
金
か
ら
の
繰
入
金

諸
収
入
：
町
税
の
延
滞
金
な
ど
他
の
収
入

科
目
に
含
ま
れ
な
い
収
入

地
方
交
付
税
：
地
域
間
の
税
源
の
不
均
衡

を
調
整
し
、す
べ
て
の
地
方
公
共
団
体
が
一

定
水
準
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
に
、国
が
一
般
財
源
と
し

て
配
分
す
る
税

国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金
：
各
種
事
業
に
対

す
る
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど

町
債
：
資
金
調
達
な
ど
の
長
期
借
入
金

【
歳
出
】

人
件
費
：
議
員
報
酬
、各
種
委
員
報
酬
、特

別
職
給
与
、職
員
給
与
な
ど

扶
助
費
：
社
会
保
障
制
度
の
一
環
と
し
て
、

生
活
保
護
法
、児
童
福
祉
法
、老
人
福
祉
法

な
ど
に
基
づ
き
、生
活
を
維
持
す
る
た
め
に

支
出
さ
れ
る
経
費
や
各
種
扶
助
の
経
費

公
債
費
：
町
債
の
元
利
償
還
金
お
よ
び
一

時
借
入
金
利
子
の
合
算
額

普
通
建
設
事
業
費
：
道
路
、学
校
な
ど
公
共

用
ま
た
は
公
用
施
設
の
建
設
事
業
に
要
す

る
経
費

物
件
費
：
臨
時
職
員
の
賃
金
、需
用
費（
消

耗
品
等
）、役
務
費（
郵
便
料
、火
災
保
険
等

の
保
険
料
等
）、備
品
購
入
費
な
ど

補
助
費
等
：
各
種
団
体
へ
の
補
助
金
、奥
能

登
ク
リ
ー
ン
組
合
や
宇
出
津
病
院
へ
の
負

担
金
な
ど

繰
出
金
：
一
般
会
計
と
特
別
会
計
ま
た
は
、

特
別
会
計
相
互
間
で
支
出
さ
れ
る
経
費

【
財
政
指
数
】

基
金
：
特
定
の
目
的
の
た
め
に
資
金
を
積

み
立
て
た
り
、定
額
資
金
を
運
用
す
る
た
め

に
設
け
ら
れ
る
資
金
ま
た
は
財
産

経
常
収
支
比
率
：
財
政
の
弾
力
性
を
示
す

指
標
。数
値
が
低
い
ほ
ど
自
由
に
使
え
る
お

金
が
多
い

起
債
制
限
比
率
：
普
通
会
計
の
支
出
全
体

に
占
め
る
公
債
費
の
割
合
か
ら
地
方
債
発

行
の
状
況
を
判
断
す
る
指
標

実
質
公
債
費
比
率
：
普
通
会
計
に
企
業
会

計
や
一
部
事
務
組
合
も
含
め
た
、実
質
的
な

公
債
費
へ
の
財
政
負
担
の
程
度
を
示
す
指

標

町税
16億2180万4千円（11.0％）

分担金及び負担金
1億6555万9千円（1.1％）

使用料及び手数料
2億1561万4千円（1.5％）

繰入金
2518万2千円（0.2％）

諸収入・その他
7102万9千円（0.4％）

地方交付税
78億1500万円（52.9％）

国庫支出金
14億6002万7千円（9.9％）

県支出金
7億5538万5千円（5.1％）

地方譲与税
1億5670万円

（1.1％）

地方消費税交付金
1億8200万円（1.2％）

町債
22億1720万円（15.0％）

その他
9550万円（0.6％）

自主
財源

（14.2%）

依存財源
（85.8%）

◆経常収支比率
▲実質公債費比率
■起債制限比率

H17 H18 H19 H20 H21 H22
見込

H23
見込

20

80

100

120
％

◆

■ ■ ■

104.7

17.5 16.1 14.1

▲ ▲ ▲
22.5※ 23.2 21.1

◆ ◆ ◆ ◆
99.7 99.7 95.4 94.1

▲ ▲ ▲ ▲
19.2 18.9 18.2 18.0
■ ■ ■ ■12.3 11.7 11.2 10.6

147億8100万円
一般会計予算

人件費
24億1107万7千円（16.3％）

扶助費
10億301万9千円（6.8％）

公債費
31億5324万3千円

（21.3％）

普通建設事業費
28億2668万6千円（19.1％）

物件費
11億9230万4千円（8.1％）

補助費等
23億6900万4千円（16.0%）

繰出金
14億3844万1千円（9.7%）

維持補修費・積立金・その他
3億8722万6千円（2.7%）

義務的
経費

（44.4%）

投資的
経費

（19.1%）

消費的
経費

（36.5%）

総務費
21億1586万5千円（14.3％）

民生費
25億5796万7千円

（17.3％）

衛生費
18億1933万9千円

（12.3％）

農林水産業費
7億1791万4千円（4.8％）商工費

2億6267万円（1.8％）

土木費
13億5485万8千円（9.2％）

消防費
5億3122万6千円

（3.6％）

教育費
 19億4478万7千円

（13.2％）

公債費
31億5325万3千円

（21.3％）

その他 3億2312万1千円
（2.2％）

歳入歳出（性質別）

歳
出（
目
的
別
）

（前年度比 14 億 5000 万円増）

◆地方債残高
区分 平成 22 年度末（見込） 平成 23 年度（見込）

普通会計※ 　　228 億 452 万円 　　231 億 3972 万 3 千円
特別会計 　　120 億 8815 万 3 千円 　　118 億 8598 万 6 千円
企業会計 　　 44 億 7166 万 8 千円 　　 42 億 9163 万 4 千円

計 　　393 億 6434 万 1 千円 　　393 億 1734 万 3 千円
※一般会計と有線放送特別会計の合計

◆基金総額
区分 平成 22 年度末（見込） 平成 23 年度（見込）

一般会計 　　 30 億 9669 万 4 千円 　　 31 億 9790 万 8 千円

◆財政指標の推移

※実質公債費比率の H17
　は制度改正後に置きか
　えると「23.9」
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区分 予算額 増減

一般会計 147億8100万円 10.9％

特別会計（合計） 83億1972万3千円 17.0％
有線放送 12億2034万8千円 512.4％
国民健康保険 28億6432万4千円 3.6％

保険事業勘定 28億5869万6千円 3.6％
直営診療施設勘定 562万8千円 0.7％

後期高齢者医療 3億 663万4千円 0.5％
介護保険 24億6236万9千円 3.0％

保険事業勘定 24億4284万円 3.0％
サービス事業勘定 1952万9千円 4.5％

観光施設 4434万6千円 △10.8％
公共下水道事業 6億4184万2千円 1.2％
農業集落排水事業 3億1715万3千円 1.1％
漁業集落排水事業 3703万9千円 0.6％
浄化槽整備推進事業 5330万1千円 0.8％
簡易水道 3億7236万7千円 2.1％

企業会計
水道事業会計 6億2751万9千円 13.4％

収益的支出 4億 641万円 8.6％
資本的支出 2億2110万9千円 23.7％

病院事業会計 25億9869万6千円 0.9％
収益的支出 23億3423万3千円 1.1％
資本的支出 2億6446万3千円 △ 0.8％

予算合計 263億2693万8千円 11.7％

◆会計別予算額 会
計
別
予
算
と

主
要
施
策

生
活
交
通
対
策
事
業

６
８
７
０
万
５
千
円

▽
路
線
バ
ス
運
営
費
補
助
、
町
営
バ

ス
運
行
事
業
、
能
登
有
料
道
路
軽
減

対
策
補
助
な
ど

防
災
行
政
告
知
施
設
整
備
事
業

3
億
２
２
２
２
万
９
千
円

▽
能
都
地
区
防
災
行
政
告
知
放
送
設

備
整
備
事
業

町
道
橋
り
ょ
う
新
設
改
良
事
業

３
億
１
４
０
２
万
４
千
円

▽
藤
波
崎
山
1
号
線
ほ
か
新
規
13
路

線
、
1
級
神
和
住
柳
田
1
号
線
ほ
か

継
続
4
路
線
、
除
雪
機
械
整
備

県
営
新
町
通
り
線
街
路
整
備
事
業

４
９
９
３
万
１
千
円

▽
梶
川
橋
の
架
け
替
え
な
ど

勤
労
者
対
策
事
業１

２
８
３
万
５
千
円

▽
労
働
保
険
緊
急
助
成
金
な
ど

緊
急
雇
用
創
出
事
業

７
４
６
６
万
３
千
円

▽
離
職
し
た
非
正
規
労
働
者
や
中
高

年
齢
者
の
雇
用
支
援
な
ど

ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金
事
業

３
２
７
０
万
８
千
円

▽
地
域
資
源
を
活
用
し
、
地
域
雇
用

に
つ
な
が
る
新
規
事
業
実
施
に
た
い

す
る
委
託

ク
ロ
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
飼
育
事
業

２
７
７
５
万
３
千
円

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
振
興
対
策
事
業

９
２
０
０
万
円

障
害
者
自
立
支
援
給
付
事
業
ほ
か
障

害
者
福
祉
事
業
3
億
６
４
６
４
万
円

▽
通
所
サ
ー
ビ
ス
利
用
促
進
事
業
、

自
立
支
援
医
療
費
、
就
労
継
続
支
援

な
ど
自
立
支
援
事
業
、
障
害
児
援
護

事
業
、
地
域
生
活
支
援
事
業
な
ど

子
ど
も
医
療
費
給
付
事
業

２
４
７
９
万
１
千
円

▽
中
学
生
ま
で
の
入
通
院
助
成
。

子
ど
も
手
当
給
付
事
業

２
億
６
４
６
８
万
２
千
円

母
子
保
健
推
進
事
業

１
２
８
７
万
１
千
円

▽
妊
婦
健
康
診
査
、
不
育
治
療
支
援

特
別
支
援
員
配
置
事
業

１
４
１
４
万
５
千
円

▽
障
害
が
あ
る
児
童
生
徒
の
介
助
や

学
習
支
援
を
行
う
支
援
員
を
増
員

能
登
高
校
支
援
事
業　

１
２
１
１
万
５
千
円

▽
新
入
生
制
服
購
入
支
援
・
交
通
費

助
成
、
部
活
動
費
助
成
な
ど

能
都
中
学
校
改
築
事
業

11
億
４
２
３
０
万
８
千
円

満
天
星
管
理
費
５
６
７
６
万
７
千
円

▽
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
更
新
事
業

真
脇
遺
跡
整
備
事
業　
　
　
　
　
　

　

４
２
９
６
万
７
千
円

墓
地
公
園
管
理
費（
墓
地
拡
張
整
備
）

　
　

６
２
４
１
万
円

中
山
間
地
域
直
接
支
払
交
付
事
業

９
１
７
０
万
３
千
円

能
登
町
音
頭
制
作
２
５
０
万
７
千
円

赤
崎
集
会
所
整
備
事
業

２
６
７
９
万
２
千
円

広
報
発
行
費　
　

４
０
６
万
４
千
円

地
域
振
興
費　
　

４
２
１
万
２
千
円

石
川
県
議
会
議
員
選
挙

７
６
２
万
５
千
円

有
線
放
送
事
業
費

10
億
５
２
８
９
万
６
千
円

▽
有
線
放
送
サ
ー
ビ
ス
の
統
一
の
た

め
能
都
地
区
を
再
整
備

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業

２
億
６
６
８
８
万
１
千
円

▽
旧
宇
出
津
駅
周
辺
整
備
、
商
工
会

横
南
北
道
路

公
営
住
宅
整
備
事
業

９
２
４
４
万
６
千
円

▽
城
野
住
宅
建
替
（
1
棟
2
戸
）、

梅
ノ
木
団
地
外
構
整
備
な
ど

消
防
施
設
等
整
備
事
業

４
６
５
８
万
１
千
円

▽
宇
出
津
第
2
分
団
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
、
耐
震
性
貯
水
槽
整
備
（
3
カ

所
）
な
ど

公
共
下
水
道
事
業

1
億
７
６
５
１
万
3
千
円

▽
松
波
処
理
区
整
備
事
業
、
雨
水
対

策
事
業

▽
町
内
農
家
生
産
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

を
全
量
引
き
取
り
、
所
得
の
向
上
に

よ
る
営
農
意
欲
向
上
と
地
域
活
性
化

を
目
指
す

遊
休
農
地
有
効
利
用
促
進
事
業

１
０
０
０
万
円

▽
耕
作
が
放
置
さ
れ
1
年
以
上
経
過

し
た
農
地
で
、
新
た
に
農
魚
生
産
に

取
り
組
む
農
業
者
を
支
援

事
業
、
不
妊
治
療
助
成
事
業
、
乳
児

県
外
医
療
機
関
受
診
助
成

が
ん
検
診
事
業

１
５
１
６
万
６
千
円

▽
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診
、
肺
が

ん
検
診
、
子
宮
が
ん
検
診
、
乳
・
甲

状
腺
が
ん
検
診
。
休
祝
日
、
夜
間
検

診
な
ど
受
診
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

に
配
慮

病
院
事
業
会
計
補
助
金

４
億
７
４
５
１
万
１
千
円

▽
地
域
医
療
対
策
基
金
積
立
ほ
か

予
防
接
種
事
業

４
２
９
３
万
2
千
円

▽
史
跡
整
備
事
業
。
環
状
木
柱
列
復

元
工
事
、
出
土
木
製
品
保
存
処
理
な

ど
。

藤
波
運
動
公
園
管
理
費

４
９
２
９
万
７
千
円

▽
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
4
面
改
修
工
事

①
潤
い
あ
る
暮
ら
し
を
支
え
る
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

②
地
の
恵
み
を
糧
と
す
る
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

③
健
や
か
で
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

④
創
造
性
と
元
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

⑤
豊
か
な
自
然
を
守
り
活
か
す

　
ま
ち
づ
く
り

⑥
住
民
が
連
携
・
交
流
す
る

　
ま
ち
づ
く
り

⑦
高
度
通
信
網
の
活
用
と

　
健
全
な
行
財
政
の
ま
ち
づ
く
り

別
所
岳
Ｓ
Ａ
利
活
用
事
業　

40
万
円

▽
震
災
復
興
事
業
。
25
年
4
月
の
無

料
化
・
能
越
自
動
車
道
の
全
線
開
通

に
向
け
て
、
別
所
岳
Ｓ
Ａ
に
能
登
の

観
光
・
物
産
な
ど
の
情
報
発
信
拠
点

を
連
携
し
て
築
く

海
洋
深
層
水
振
興
事
業

２
５
４
８
万
７
千
円

▽
蓄
養
施
設
整
備
。
能
登
の
塩
ブ
ラ

ン
ド
化
戦
略
事
業
「
第
1
回
し
お
サ

ミ
ッ
ト
」
開
催
な
ど

ブルーベリー

松波市街地の浸水対策



有線テレビ能都地区再
整備工事契約を議決

能登町は現在、合併協定書に基づき
分庁方式で行政運営をしています。合併
協定書では、平成 27 年度をめどに新総
合庁舎を建設するため基金を創設し、2
町 1 村の接点地周辺に建設すると記載
されています。
　しかし、近年の不況や人口減少などに
よって、能登町財政は今後も予断を許さ
れない状況にあります。
　人口が減少しつつある中、将来の庁舎
や支所はどうあるべきかを考えるため

「本庁・支所検討委員会」を設置しました。
将来あるべき姿を町民の皆さんと共

に考えるため「本庁・支所検討委員会」
の委員を公募します。

〈募集人数〉2 ～ 3 人程度（委員総数は
15 人以内）

〈任　　期〉2 年以内
〈応募資格〉能登町に居住する満 20 歳

以上の人で、次の①から③の要件を全て
満たす人
①町の審議会などの委員ではない人
②町の議会議員または職員ではない人
③期間中、平日の会議に出席できる人

〈応募方法〉平成 23 年 4 月 20 日㈬まで
に所定の申込書を総務課へ提出してくだ
さい。

問役場総務課☎ 62-8510

庁
舎
の
あ
り
方
を
検
討
す
る

「
本
庁
・
支
所
検
討
委
員
会
」

公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
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第１回

定例会

議
会

能
登
町
議
会
第
1
回
定
例
会

は
、
3
月
7
日
に
招
集
さ
れ

ま
し
た
。
会
期
を
18
日
ま
で
の
12
日

間
と
定
め
、
平
成
23
年
度
一
般
会
計

予
算
や
22
年
度
補
正
予
算
、
条
例
改

正
な
ど
町
長
提
出
議
案
43
件
と
請
願

1
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

持
木
町
長
が
施
政
方
針
と
提
案
理

由
を
述
べ
た
後
、
人
事
案
件
4
件
が

同
意
さ
れ
ま
し
た
。
大
綱
的
質
疑
の

あ
と
、
議
案
と
請
願
は
各
常
任
委
員

会
に
付
託
、
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
、
久
田
議
長
が
議
員
各
位

か
ら
の
募
金
10
万
円
を
義
援
金
と
し

て
送
付
し
た
こ
と
を
報
告
。
全
員
で

黙
と
う
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。
そ
の
後

の
採
決
で
は
、
委
員
長
報
告
を
受
け

議
案
39
件
は
す
べ
て
原
案
の
と
お
り

可
決
。請
願
は
採
択
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
発
議
2
件
、
選
任
2
件
、

許
可
1
件
が
上
程
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

採
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
可
決
し
た
議
案
（
39
件
）

〈
平
成
23
年
度
予
算
：
13
件
〉

・
一
般
会
計
予
算	

・
有
線
放
送
特
別
会
計
予
算	

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

・
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算	

・
観
光
施
設
特
別
会
計
予
算	

・
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

・
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算

・
漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算

・
浄
化
槽
整
備
推
進
事
業
特
別
会
計

予
算

・
簡
易
水
道
特
別
会
計
予
算	

・
水
道
事
業
会
計
予
算	

・
病
院
事
業
会
計
予
算

※
平
成
23
年
度
予
算
の
詳
細
は
、
８

㌻
か
ら
11
㌻
の
予
算
特
集
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。

〈
平
成
22
年
度
補
正
予
算
：
7
件
〉

・
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

▽
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
3
億
９
５
４

７
万
４
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
１

５
３
億
３
９
０
７
万
３
千
円
と
す
る

町
、
藤
ノ
瀬
、
瑞
穂
の
総
合
整
備
計

画
を
策
定

・
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合

整
備
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
▽
大

箱
・
北
河
内
の
計
画
変
更

・
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
▽
藤

波
崎
山
1
号
線
、
鶴
町
9
号
線

・
町
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て
▽
五

十
里
7
号
線
の
終
点
を
変
更
し
、
五

十
里
北
河
内
2
号
線
に
。
七
見
12
号

線
を
国
道
２
４
９
号
に
接
続
し
延
長

増
加

・
奥
能
登
広
域
圏
事
務
組
合
の
規
約

の
変
更
に
つ
い
て

■
同
意
さ
れ
た
人
事
案
件

・
能
登
町
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

に
つ
い
て
▽
川
端
登
喜
夫
氏
（
宇
出

津
）
を
再
任

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
▽

軽
減
割
合
を
6
割
・
4
割
か
ら
7
割
・

5
割
・
2
割
に
拡
大

・
能
登
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
▽
石
川
県
の
指
導
に

よ
る
改
正

・
能
登
町
観
光
施
設
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
▽
九
十
九

湾
園
地
施
設
の
料
金
を
改
正

・
能
登
町
体
験
交
流
施
設
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
▽
セ

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
山
び
こ
の
料
金
改
正

・
能
登
町
地
域
振
興
整
備
基
金
条
例

の
廃
止
に
つ
い
て
▽
北
河
内
ダ
ム
竣

工
と
共
に
、
基
金
を
活
用
し
た
生
活

環
境
整
備
が
完
了
し
た
た
め
廃
止

・
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合

整
備
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
▽
鶴

・
有
線
放
送
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

・
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

・
観
光
施
設
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

・
簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

・
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

・
能
登
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別

事
業
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
▽

過
疎
地
域
の
自
立
促
進
を
図
る
た
め

の
事
業
費
用
に
充
て
る
基
金

・
能
登
町
地
域
医
療
対
策
基
金
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
▽
医
療
機
能
の
強

化
、
医
師
・
看
護
師
の
確
保
な
ど
の

課
題
解
決
を
目
的
と
す
る
基
金

・
能
登
町
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
▽
男
女
共
同
参
画

を
総
合
的
・
計
画
的
に
推
進
し
、
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
図
る

・
能
登
町
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン

タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て
▽
基
本
加
入
負
担
金
を
全

地
区
３
万
１
５
０
０
円
。
使
用
料
を

月
額
千
円
に
改
正
（
能
都
地
区
は
再

整
備
後
の
24
年
4
月
か
ら
）。
イ
ン

・
能
登
町
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任

に
つ
い
て
▽
田
下
一
幸
副
町
長
を
選

任・
能
登
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
▽
赤
田
一

男
氏
（
当
目
）
を
再
任

・
能
登
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
い
て
▽
中
口
憲
治
氏
（
上
）
を

再
任

■
採
択
さ
れ
た
請
願

大
平
地
区
上
水
道
設
備
設
置
の
件
▽

営
農
飲
雑
用
水
施
設
が
水
量
の
激
減

と
経
年
劣
化
な
ど
に
よ
り
渇
水
。
上

水
道
設
備
の
設
置
を
求
め
る
。

■
可
決
さ
れ
た
発
議

・
能
登
町
議
会
議
員
定
数
等
検
討
特

別
委
員
会
の
設
置
に
関
す
る
決
議
に

タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
に
低
価
格
（
１
Ｍ

月
額
１
７
８
５
円
）
を
新
設
な
ど

・
能
登
町
公
の
施
設
に
お
け
る
指
定

管
理
者
の
指
定
手
続
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
▽
町
内
会
な
ど
が
管
理
す
る
集
会

所
等
の
施
設
に
つ
い
て
の
提
出
書
類

を
見
直
し

・
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
▽
育
児
休
業
を
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
非
常
勤
職
員
を
定
め
る

・
能
登
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て
▽
固
定
資
産
評
価

員
の
設
置
に
関
す
る
規
定
を
改
正

・
能
登
町
過
疎
地
域
活
性
化
対
策
の

た
め
の
固
定
資
産
税
の
課
税
の
特
例

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
▽
課
税
免
除
対
象
か

ら
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
業
を
廃
止
し
、
情

報
通
信
技
術
利
用
事
業
（
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
）
を
追
加

・
能
登
町
特
別
会
計
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
▽
能
登
町

老
人
保
健
特
別
会
計
の
廃
止

・
能
登
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

つ
い
て

・
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
緊
急

災
害
対
策
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て

■
選
任
さ
れ
た
委
員

・
能
登
町
議
会
議
員
定
数
等
検
討
特

別
委
員
会
委
員
（
6
人
）
▽
山
岸
昭

夫
議
員
（
委
員
長
）、
志
幸
松
栄
議

員
（
副
委
員
長
）、
國
盛
孝
昭
議
員
、

市
濱
等
議
員
、
椿
原
安
弘
議
員
、
河

田
信
彰
議
員

■
そ
の
他

・
奥
成
壮
三
郎
議
員
が
能
登
町
議
会

運
営
委
員
会
委
員
の
辞
任
を
許
可
さ

れ
、
新
た
に
鍛
治
谷
眞
一
議
員
が
委

員
に
選
任

平
成
23
年
度
予
算
案
を
可
決
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投票区 投票所（予定） 区　　　　　域 閉鎖時刻

第１ 能都社会福祉会館（能都庁舎）
1 階集会室

宇出津の一部（天保島、天徳町、本町、大蔵町、浜町、酒
垂町、大竹町、中組、桜町、三番町、中島町、浜小路、川
原町、新村本町、新村浜町、昭和町、音羽町、小棚木、大
棚木、城野町、城山）

午後 7 時

第２ 宇出津小学校　1 階ロビー

宇出津の一部（仙人町、立町、横町、上田町、上町、中町、
大橋組、錦町、栄町、上岩屋町、下岩屋町、漆原、梅ノ木、
平体、大平、源平）、宇出津新港、藤波の一部（辺田ノ浜、
柳倉）

午後 7 時

第３ ひばり保育所　遊戯室 崎山、藤波の一部（四明ケ丘） 午後 7 時
第４ 三波公民館　集会室 藤波の一部（間島）、波並 午後 6 時
第５ 矢波地区集会所 矢波、猪平 午後 6 時
第６ 神野公民館　ホール 宇加塚、鶴町、曽又、藤ノ瀬 午後 6 時
第７ 鵜川公民館　図書室 七見、鵜川、小垣の一部（一の谷を除く） 午後 7 時

第８ 瑞穂公民館　和室 柿生、瑞穂、爼倉、山田の一部（上三田を除く）、武連、本木、
小垣の一部（一の谷） 午後 6 時

第９ 宮地生活改善センター　集会室 宮地、鮭尾、山田の一部（上三田）、太田原、柏木 午後 6 時
第 10 柳田体育館 柳田、笹川、石井、国光、鴨川、五十里、十郎原 午後 7 時
第 11 小間生公民館　会議室 上長尾、小間生、桐畑、鈴ケ嶺、久田 午後 6 時
第 12 上町地区生活改善センター　和室 合鹿、上町、天坂、寺分、五郎左エ門分 午後 7 時
第 13 岩井戸公民館　会議室 黒川、大箱、北河内 午後 6 時
第 14 当目地区多目的研修集会センター 当目 午後 6 時
第 15 斉和多目的集会所 中斉、神和住 午後 6 時
第 16 内浦福祉センター　1 階集会場 松波、恋路、明生、布浦 午後 7 時
第 17 上区集会場 上、滝之坊、田代、駒渡 午後 6 時
第 18 不動寺公民館　集会室 宮犬、不動寺、行延、時長、山中、満泉寺、国重 午後 7 時
第 19 秋吉公民館　集会室 九里川尻、秋吉、河ケ谷、清真 午後 6 時

第 20 白丸コミュニティ施設　
多目的交流ホール 立壁、四方山、白丸、内浦長尾、新保 午後 6 時

第 21 能登勤労者プラザ　体育館 市之瀬、明野、越坂 午後 6 時
第 22 小木地区活性化センター　ロビー 小木 午後 7 時
第 23 高倉保育所　遊戯室 姫、真脇、羽生 午後 7 時
第 24 小浦地区集会所 小浦、羽根 午後 6 時

この一票  未来へわたる  架け橋に
4月10日日　石川県議会議員選挙

午前 7 時～午後 7 時まで投票できます。
※一部投票所では投票終了時刻が繰り上げられています。各投票所の閉鎖時刻は下表をご覧ください。

○投票日当日、仕事などで投票所へ行くことが
　できない人は、期日前投票ができます。

【期日前投票所一覧】
場　　所 期　　間 投票時刻

能都社会福祉会館　1 階集会室
　4 月 2 日㈯～

　　　4 月 9 日㈯

8:30 ～ 20:00
能登町役場柳田庁舎　1 階事務室

8:30 ～ 19:00
能登町役場内浦庁舎　1 階ロビー
小木地区活性化センター　ロビー 　4 月 8 日㈮～

　　　4 月 9 日㈯鵜川公民館　図書室

ひゃくまんごっくん

能登青翔高校
能都北辰高校閉校式

両校の伝統は、『能登高校』へ引き継がれる。

平
成
14
年
4
月
に
町
野
高
校
と

柳
田
農
業
高
校
が
統
合
し
て

発
足
し
た
「
能
登
青
翔
高
校
」
の
閉

校
式
は
、
3
月
9
日
午
前
11
時
か
ら

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

高
野
勉
校
長
は
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

個
人
準
優
勝
を
果
た
し
た
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
部
の
活
躍
、
野
球
部
の
公
式
戦

初
勝
利
な
ど
部
活
動
や
学
校
行
事
で

の
生
徒
た
ち
の
頑
張
っ
た
姿
を
振
り

返
り
な
が
ら
「
伝
統
は
能
登
高
校
に

水
産
高
校
と
宇
出
津
高
校
が
統

合
し
、
平
成
12
年
に
発
足
し

た
「
能
都
北
辰
高
校
」
の
閉
校
式
は
、

同
日
午
後
1
時
30
分
か
ら
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

舘
一
成
校
長
は
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

常
連
と
な
っ
た
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
の

活
躍
や
北
陸
漕
艇
大
会
の
開
催
、
海

洋
科
の
実
習
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
能

都
北
辰
高
の
活
動
に
触
れ
な
が
ら
、

「
本
校
の
閉
校
は
能
登
高
校
に
新
し

引
き
継
が
れ
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

　

感
謝
状
の
贈
呈
と
永
年
勤
続
者
表

彰
の
あ
と
、
最
後
の
卒
業
生
18
人
を

代
表
し
て
中
田
菜
穂
美
さ
ん
が
「
こ

の
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
誇
り
に
思

い
ま
す
」
と
惜
別
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
県
教
育
委
員
会
の
竹
中

博
康
教
育
長
に
校
旗
を
返
納
。
9
年

間
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

い
命
を
吹
き
込
む
ス
タ
ー
ト
と
な
り

ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

感
謝
状
の
贈
呈
と
永
年
勤
続
者
表

彰
の
あ
と
、
11
年
間
１
１
０
０
人
余

り
の
卒
業
生
を
代
表
し
て
北
村
夏
美

さ
ん
が
「
わ
た
し
た
ち
の
青
春
の

日
々
は
、
永
遠
に
こ
の
校
舎
と
共
に

思
い
出
の
中
に
刻
ま
れ
ま
す
」
と
惜

別
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

最
後
に
校
旗
が
返
納
さ
れ
、
能
登

高
校
へ
バ
ト
ン
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

【写真左】竹中博康県教育
長に校旗を返納する高野
勉校長

【写真左下】「母校を失う
ことは何物にも代え難い
さみしさがあります」と
惜別の言葉を述べる中田
菜穂美さん

【写真下】感謝状を受け取
る大谷内義一同窓会会長

【写真右上】「わたしたち
の母校は、いつまでも能
都北辰高校です」と惜別
の言葉を述べる北村夏美
さん

【写真上】感謝状を受け取
る谷内與三郎さん

【写真右】竹中博康県教育
長に校旗を返納する舘一
成校長
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■
課
長
級

佐
野
勝
二
（
企
画
財
政
課
長
）
舘
博

之
（
税
務
課
長
）
小
坂
智
（
広
報
情

報
推
進
課
長
）
畝
村
義
夫
（
ふ
る
さ

と
振
興
課
長
）
浅
井
弘
之
（
上
下
水

道
課
長
）
道
下
可
長
（
会
計
管
理
者

兼
会
計
課
長
）

■
課
参
事
級

大
鷲
克
宏
（
企
画
財
政
課
課
参
事
）

安
宅
義
弘
（
監
理
課
課
参
事
）
角
修

一（
税
務
課
課
参
事
）滝
上
雅
之（
広

報
情
報
推
進
課
課
参
事
）
本
谷
敏
博

（
能
都
サ
ー
ビ
ス
室
長
）
中
嶋
久
嘉

（
健
康
福
祉
課
課
参
事
）
北
畠
弘
信

（
農
林
水
産
課
課
参
事
）
小
畑
純
夫

（
建
設
課
課
参
事
）
野
村
洋
（
ふ
る

さ
と
振
興
課
課
参
事
）

■
課
長
補
佐
級

鈴
ケ
嶺
明
英
（
鵜
川
支
所
長
）
坂
尻

敏
枝
（
税
務
課
課
長
補
佐
）
垣
内
芳

明
（
収
納
対
策
室
課
長
補
佐
）
小
畠

忠
浩（
広
報
情
報
推
進
課
課
長
補
佐
）

田
中
孝
（
町
民
課
課
長
補
佐
）
豆
田

猛
（
健
康
福
祉
課
課
長
補
佐
）
長
田

と
も
子
（
健
康
福
祉
課
課
長
補
佐
）

角
谷
重
弘
（
柳
田
サ
ー
ビ
ス
室
課
長

補
佐
）
中
敏
和
（
上
下
水
道
課
課
長

補
佐
）
山
崎
忍
（
上
下
水
道
課
課
長

補
佐　
（
内
浦
浄
水
場
担
当
））
坂
下

敏
雄
（
上
下
水
道
課
課
長
補
佐
（
矢

波
浄
水
場
担
当
））
関
本
智
子
（
教

育
委
員
会
事
務
局
課
長
補
佐
）

■
主
幹
級

小
島
由
美
（
総
務
課
主
幹
）
平
美
代

子（
鵜
川
支
所
主
幹
）長
尾
淳
浩（
広

報
情
報
推
進
課
主
幹
）川
端
絹
代（
町

民
課
主
幹
）
金
崎
保
子
（
健
康
福
祉

課
主
幹
）
田
代
千
鶴
子
（
健
康
福
祉

課
主
幹
）
本
谷
広
子
（
健
康
福
祉
課

主
幹
）
大
鷲
久
仁
子
（
健
康
福
祉
課

主
幹
）
山
下
安
子
（
上
下
水
道
課
主

幹
）
室
石
英
明
（
教
育
委
員
会
事
務

局
主
幹
（
柳
田
星
の
観
察
館
「
満
天

星
」））
宮
下
和
子
（
松
波
公
民
館
主

幹
）
下
野
陽
子
（
公
立
宇
出
津
総
合

病
院
事
務
局
主
幹
）

■
係
長
級

内
糸
英
和
（
監
理
課
係
長
）
折
坂
昭

夫
（
税
務
課
係
長
）
蒲
田
政
彦
（
税

務
課
係
長
）
新
出
和
也
（
収
納
対
策

室
係
長
）
池
脇
桂
子
（
町
民
課
係
長
）

棚
田
照
美
（
健
康
福
祉
課
係
長
）
和

田
い
ず
み
（
健
康
福
祉
課
係
長
）
山

下
栄
治（
建
設
課
係
長
）岩
住
均（
会

計
課
係
長
）
大
畑
幸
夫
（
教
育
委
員

会
事
務
局
係
長
）
大
鷲
幸
生
（
教
育

委
員
会
事
務
局
係
長
）

■
主
査
級

本
井
敬
（
総
務
課
）
小
路
直
美
（
高

倉
出
張
所
）
林
誠
（
企
画
財
政
課
）

嶋
垣
英
和（
監
理
課
）橋
本
信
康（
税

務
課
）
川
口
浩
喜
（
広
報
情
報
推
進

課
）
北
野
浩
志
（
町
民
課
）
与
野
井

斗
史
（
町
民
課
）
川
口
陽
子
（
能
都

サ
ー
ビ
ス
室
）
谷
上
豪
（
健
康
福
祉

課
）
灰
谷
貴
光
（
健
康
福
祉
課
）
山

本
真
理
子
（
健
康
福
祉
課
）
吉
田
真

紀
子
（
内
浦
サ
ー
ビ
ス
室
）
岩
井
芳

美
（
環
境
対
策
課
）
平
茂
之
（
農
林

水
産
課
）
寺
下
由
朗
（
農
林
水
産
課
）

加
座
清
美
（
農
業
委
員
会
）
田
中
洋

（
建
設
課
）
上
野
住
男
（
ふ
る
さ
と

振
興
課
）
喜
多
隆
志
（
海
洋
深
層
水

対
策
室
）
蔵
前
雅
子
（
会
計
課
）
夛

田
利
洋
（
上
下
水
道
課
）
道
下
康
郎

（
上
下
水
道
課
）
寅
松
伸
也
（
教
育

委
員
会
事
務
局
）

■
主
事
級

石
垣
優（
小
木
支
所
）時
長
弘
志（
企

画
財
政
課
）
蓑
島
阿
貴
子
（
収
納
対

策
室
）
中
道
紀
（
広
報
情
報
推
進
課
）

藪
下
智
康
（
ふ
る
さ
と
振
興
課
）
坂

下
昭
徳
（
ふ
る
さ
と
振
興
課
）
山
口

竜
次
郎
（
上
下
水
道
課
）
武
渕
篤
志

（
上
下
水
道
課
）
干
場
健
太
朗
（
教

育
委
員
会
事
務
局
）秋
本
ま
す
み（
教

育
委
員
会
事
務
局
）

■
保
育
所
所
長

広
沢
良
枝
（
ひ
ば
り
保
育
所
長
）
上

野
美
恵
子
（
鵜
川
保
育
所
長
）
坂
下

千
代
美
（
上
町
保
育
所
長
）
川
端
淳

子
（
内
浦
保
育
所
長
）

■
主
任
保
育
士

藤
谷
み
ゆ
き
（
し
ら
さ
ぎ
保
）
大
伏

洋
子
（
ひ
ば
り
保
）
平
田
千
草
（
鵜

川
保
）
佐
野
静
子
（
鵜
川
保
）
背
戸

美
知
代
（
高
倉
保
）
竹
橋
澄
子
（
柳

田
保
）
駒
口
光
子
（
内
浦
保
）

■
保
育
士

柳
瀬
明
子
（
し
ら
さ
ぎ
保
）
上
端
正

美
（
し
ら
さ
ぎ
保
）
高
田
滋
子
（
ひ

ば
り
保
）
大
門
広
美
（
鵜
川
保
）
川

口
裕
子
（
柳
田
保
）
水
元
智
子
（
柳

田
保
）

■
公
立
宇
出
津
総
合
病
院
技
師

里
出
博
幸
（
診
療
放
射
線
技
師
長
）

■
副
総
看
護
師
長

水
島
絹
子
（
副
総
看
護
師
長
）
山
瀬

澄
子
（
副
総
看
護
師
長
）

■
派
遣
等

下
野
景
子
（
企
画
財
政
課
主
幹
（
奥

能
登
広
域
圏
事
務
組
合
派
遣
））
山

本
秀
明
（
企
画
財
政
課
主
査　
（
石

川
県
地
方
課
派
遣
））
田
中
嘉
人
（
健

康
福
祉
課
主
査　
（
石
川
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
派
遣
））

■
新
規
採
用
者

玉
地
大
輔
（
総
務
課
）
蔦
恵
一
（
税

務
課
）
二
又
静
（
健
康
福
祉
課
）
谷

内
竜
也（
建
設
課
）亦
木
ゆ
か
り（
上

下
水
道
課
）
中
塚
一
耕
（
公
立
宇
出

津
総
合
病
院
事
務
局
）山
本
理
愛（
柳

田
保
）
山
﨑
裕
子
（
ひ
ば
り
保
）
濵

田
知
子
（
し
ら
さ
ぎ
保
）
山
本
葉
子

（
鵜
川
保
）
木
村
仁
美
（
ひ
ば
り
保
）

横
井
将
大
（
教
育
委
員
会
事
務
局　

校
務
員
（
鵜
川
中
））
府
中
康
夫
（
上

下
水
道
課
労
務
職
（
矢
波
浄
水
場
））

高
崎
浩
（
教
育
委
員
会
事
務
局
校
務

員
（
小
木
小
））
寺
口
亮
輔
（
校
務

員
（
柳
田
中
））
田
代
聖
子
（
公
立

宇
出
津
総
合
病
院
外
科
医
長
）
南
部

昌
之（
同
皮
膚
科
医
師
）高
畠
央（
同

内
科
医
師
）
藤
田
紫
乃
（
同
看
護
師
）

酒
井
奈
々
香
（
同
看
護
師
）
中
町
綾

子
（
同
看
護
師
）
山　

典
子
（
同
看

護
師
）
伊
勢
初
香
（
同
看
護
師
）

■
退
職
者
（
3
月
31
日
付
）

▽
高
雅
彦
▽
谷
内
啓
一
▽
稲
井
穂
積

▽
小
西
和
夫
▽
角
田
哲
郎
▽
高
田
建

生
▽
佐
野
輝
子
▽
中
口
妙
子
▽
池
上

由
美
子
▽
高
崎
ま
り
▽
志
幸
久
子
▽

水
元
美
千
子
▽
西
戸
み
わ
子
▽
田
端

歌
▽
萬
田
あ
ゆ
子
▽
三
宅
清
美
▽
川

端
悦
子
▽
松
波
美
千
代
▽
高
山
礼
子

▽
本
間
喜
美
子
▽
岩
崎
範
子
▽
新
出

久
江
▽
木
本
桂
子
▽
瀬
島
照
弘
▽
藤

田
純
▽
松
波
俊
晴
▽
水
口
る
り
子
▽

浜
中
清
子
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能登町有線テレビ

インターネット加入促進
キャンペーン
☆加入促進期間中に申し込んだ場合
　加入負担金（通常 10,500 円）→無料
　宅内基本工事費（通常 5,775 円～）→無料

※工事費は見積もり後に決定しますが、基本工事外の追加工事などがある場合には別途工事費用が必要になります。

❶加入促進期間
対象地区 加入申込期間 宅内工事期間（設定など）

能都地区
平成23年5月2日～12月28日

平成 23 年 10 月～平成 24 年 3 月中旬
内浦・柳田地区 平成 23 年 6 月～平成 24 年 3 月中旬

❷サービス内容
インターネット接続サービス

コース名 通信速度（下り） 使用料／月（プロバイダー料金含む）
お手軽（新設） １Mbps 1,785 円（税込）

一般 10Mbps 2,625 円（税込）
高速 30Mbps 3,990 円（税込）

インターネット付加機能サービス
付加機能 １Mbps コース 10 または 30Mbps コース

①メールアドレス 連絡用メールのみ（個人利用できません）
※アドレス名の指定は不可 １メール

②ホームページ
　掲載容量 利用不可

20MB（非商用目的利用のみ）
※商用目的で使用する場合は、別途費用（容量
10MB ごとに 840 円／月（税込））が必要になり
ます。

③ＩＰ電話利用 希望者のみ　※利用する場合は別途使用料が必要

❸加入申込条件
　・有線テレビに加入している人
　・【能都地区のみ】有線テレビ能都地区再整備による宅内工事（10 月から平成 24 年 3 月まで）の完了後にサービス開
　　始することを了承する人

❹加入申込手続き
　「能登町有線テレビインターネット接続サービス加入案内書及び加入申込書」を広報情報推進課、各サービス室、支所・
出張所に 4 月中旬から配置します。必要事項を記入のうえ、各窓口に提出してください。

問役場広報情報推進課☎ 76-8301

6 月ごろ開始予定

※通信速度はベストエフォートであり、一定の速度を保証するものではありませんが、伝送距離による減衰はありません。
※サービス開始後にコースを変更することもできます。（手数料はかかりません）
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　ペレット燃料機械展示会は 3 月 11 日と 12 日、NORA バイ
オエコ能登神和住工場で行われました。会場では、家庭用のペ
レットストーブや園芸用のペレットボイラーなどを展示。町民
ら約 60 人が環境に負担をかけないエコな機器を見学しました。
　11 日には、ペレット燃料や機器の開発から販売を手掛ける

「さいかい産業」＝新潟市＝の古川正司取締役が、「自給自足の
エネルギーを意識的に使うことは、地域の雇用と経済を守るこ
とにつながる」と講演。参加者は、足元にある資源を有効に活
用することの大切さを学びました。

自給自足のエネルギーを学ぶ
木質ペレットの普及啓発 農林水産業者と商業者が連携する仕組みを作りたいと語る大黒さん

能登里山マイスター

　金沢大学「能登里山マイスター」養成プログラムの卒業課題
演習成果報告会は、２月 26 日に金沢大学能登学舎で開かれ、
３期生 11 人が２年間取り組んできた研究成果を発表しました。
　報告会では、中口淳さん＝上＝が実験結果をもとに水稲栽培
における海洋深層水の利用は食味に影響を与える可能性が高い
と報告。大黒美憲さん＝波並＝は木質バイオマスと住民を地域
通貨で結んだ循環型社会を、向井豊人さん＝崎山＝は「のとキ
リシマツツジ」を生かした町活性化と耕作放棄地の利活用を図
る仕組みをそれぞれ提案しました。

３期生が地域振興など成果発表

木質ペレットの魅力を語る古川さん

３月
氏子らに担がれトラックへと運ばれる酒垂神社のあばれ神輿

歴博常設展示への大きな一歩
あばれ神輿引き渡し式

　平成 25 年 3 月から国立歴史民俗博物館（千葉県佐倉市）で
の常設展示が決まっている「あばれ祭」。3 月 6 日には、あば
れ神輿の引き渡し式が八坂神社で行われました。
　式典では、常設展示支援実行委員会の浜中喜一委員長が「若
い人や子どもたちに宇出津の祭り文化を伝えていきたい」とあ
いさつ。博物館の松尾恒一教授が「実際に使われた神輿を展示
することで、宇出津の荒々しい祭りを全国に広めたい」と話し
ました。厳かな神事のあとに境内で弥栄太鼓と新村新友会の子
供みこしが奉納され、神輿が引き渡されました。

　宇出津発祥の伝承娯楽「ごいた」のカードゲーム版を制作し
ようと、女流棋士の北尾まどかさん（31）＝東京都＝とゲームデ
ザイナーの藤原快さん（42）＝神奈川県＝の二人が、「ごいた」
の本場である宇出津を訪れました。
　北尾さんは「どうぶつしょうぎ」など若い世代に向けたゲー
ムを開発し将棋の普及にも力を入れています。今回、新たに「将
棋ごいた」としてカードゲーム化を企画。保存会への相談と本
場の「ごいた」を体験するために来町しました。保存会は「ご
いた普及への大きな力になる」と今後に期待していました。

伝承娯楽「ごいた」が次の一手
ごいたがカードゲームに

　神道地区の「石仏山祭り」が、3 月 2 日に行われました。地
元では「オヤマ」と呼ばれる石仏山。女人禁制の結界山として
聖域とされています。社殿建築が出現する以前の原始神道を今
に伝える貴重な祭

さ い し

祀史跡として、昭和 42 年に石川県指定史跡
に登録されました。
　まだ雪が残る石仏山に、今年も変わることなく太鼓を鳴らし
ながら登る 9 人の男衆。神の依

よりしろ

代とされ、前
ま え だ

立ちと呼ばれる高
さ 3 ㍍、幅 60 ㌢の巨石の前で腰を下ろし、五穀豊

ほうじょう

穣と地区の
繁栄を祈願しました。

巨石の前で神事を行う神道地区の男衆

オヤマで祈る豊穣と地区の繁栄
石仏山祭り

社会教育功労者表彰を受ける菊田輝子さん

能登町生涯学習振興大会

　３月 6 日に生涯学習振興大会が能都庁舎で開催され、各表彰
式、記念講演会が行われました。講演会では東四柳史明さんが
語る能登の歴史に、観客らは熱心に耳を傾けていました。

〈社会教育功労者表彰〉 ▼ 個人 菊田輝子（松波） ▼ 団体 松波高砂
会（松波公民館）、美すず民謡小木教室（小木公民館）

〈私が町長だったら作文入賞者〉 ▼ 最優秀賞 出村尊斗（鵜川中 1
年）、六田広一（柳田中２年）、山岸梨々花（松波中 3 年） ▼ 優
秀賞 新谷梓紗（小木中 1 年）、 持平拓朗（小木中 1 年）、平歩生

（柳田中１年）、石田愛友佳（柳田中 3 年）

能登半島の歴史や文化を学ぶ

保存会メンバーと打ち合わせをする藤原さん（左）と北尾さん

▲ 一足早く真っ赤に開花した
のとキリシマツツジに見入る
来場者

▲のとキリシマツツジを守
り続ける老夫婦のもとを、
赤い花模様の着物を着た女
の子が訪れるお話

　ＮＰＯ法人のとキリシマツツジの郷は３月１日から６日間、神奈川
県立フラワーセンター大船植物園で「のとキリシマツツジ展」を開催
しました。会場には樹齢 150 年から 30 年の古木の盆栽５点や写真パ
ネルなどを展示。能登固有種の可能性がある「紅

べにがさね

重」も飾られました。
　５日に行われたシンポジウムではＮＰＯの瀬戸久男副理事長が、三
女の岡田由佳理さんと共に創作した紙芝居「赤いきもののキリシマむ
すめ」を披露し、「能登へ見に来ませんか」と呼びかけました。

鎌倉で「のとキリシマツツジ展」

ＮＰＯが首都圏で能登の魅力発信



まちからのお知らせ＆ニュース
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まちからのお知らせ＆ニュース

【能登町役場】☎62-1000（代）　

能都庁舎（FAX62-4506）
　総務課☎62-8510
　企画財政課☎62-8503
　監理課☎62-8504
　税務課☎62-8505
　収納対策室☎62-8506
    環境対策課☎62-8507

　町民課☎62-8500
　能都サービス室☎62-8500
　ふるさと振興課☎62-8532
　海洋深層水対策室☎62-8533
　会計課☎62-8509

柳田庁舎（FAX76-0039）
　広報情報推進課☎76-8301
　農林水産課☎76-8302

　柳田サービス室☎76-8300
　農業委員会☎76-8303
　建設課☎76-8304

内浦庁舎（FAX72-2108）
　健康福祉課
　（児童保育）☎72-2512
　（医療介護）☎72-2502
　（福祉庶務）☎72-2503

　（健康推進）☎72-2504
　（包括支援）☎72-2513
　内浦サービス室☎72-2500
　上下水道課☎72-2507　
　教育委員会事務局☎72-2509
　　
議会庁舎
　議会事務局☎76-8310

波並地区で旅番組ロケ

地域雇用活性化落語

女性防火の集い

消費者相談窓口

住民基本台帳

ニュース

ニュース

消防

お知らせ

お知らせ

おいしい日本酒きき酒会に参加しませんか

予約連絡先と受付時間が変わります

向口和馬君（柳田中
3年　 ）が

優秀賞を受賞

申請方法が見直され、自動支払いに

鵜川・瑞穂公民館の開館時間が変更

ジュディ・オングさんが能登の魚に舌鼓

三遊亭楽生さんが落語で地域を元気に

女性防火クラブ員が救命について学ぶ

IP アドレスから本人特定はできません

転入・転出・転居などは届け出を忘れずに
問町民課   ☎ 62-8500

問能登杜氏組合能登町支部（ふるさと振興課内）   ☎ 62-8532

問企画財政課   ☎ 62-8503

　BS 日テレの旅番組「スペシャリテ紀行～皿の上の
物語～」の収録が 2 月 24 日、宇出津港や波並漁港で
行われました。番組の内容は、ジュディ・オングさん
が「民宿ふらっと」や「波並大敷」で能登の食材を使
った伝統料理を堪能するというもの。3 月 10 日午後
10 時から 1 時間、能登町が全国に紹介されました。 

　能登町雇用創出連絡協議会
（ふるさと振興課内）が主催
する「春寄席～地域雇用活性
化落語～」が 3 月 6 日、小
木活性化センターと能都庁舎
で開かれ、落語家の三遊亭楽
生さんが詰めかけた来場者を
笑わせてくれました。

　2 月 20 日、能登町防災センターで「第６回 能登町
女性防火の集い」が開催され、町内の女性防火クラブ
員 60 人が参加しました。この集いは、地域ぐるみの
自主防火体制の確立とクラブ員の防火思想の高揚を図
り、安全で明るい町づくりを目的として、毎年この
時期に開催されています。６回目の今回は、病気やケ
ガの予防法、119 番通報からの簡単な応急手当など、
救命に対する知識を深めました。　

携帯電話のワンクリック請求業者から「ＩＰアド
レスで本人特定できる。有料サイト登録料を支払え」
などの請求が来たという相談が増えています。

これは、「大学入試問題をインターネットの質問サ
イトに投稿した予備校生が逮捕された」事件で、警察
が「ＩＰアドレス」と「機体番号」で本人を特定した
ことを悪用したものです。今回の特定は、犯罪捜査の
ために携帯電話会社が協力した結果で、通常携帯電話
会社が利用者の個人情報を明らかにすることはありま
せん。不安になって事業者に電話連絡すると、着信履
歴から電話番号が知られ、個人情報を聞き出される恐
れがあるので、連絡を取らないようにしましょう。

　このたびの東北関東大震災で、電話やメールを使っ
て「Ｙａｈｏｏ基金」、「Ｙａｈｏｏインターネット募
金」などヤフー関係者を名乗り、義援金を銀行口座に
振り込むよう求める振り込め詐欺が発生しています。
人の善意につけこむ悪質な行為です。
　また、大規模な地震の後には、地震災害に便乗した
点検商法やかたり商法といった悪質商法が横行しま
す。これは被災地だけでなく、不安になった住民の皆
さんにも魔の手が及びます。耐震診断・工事や、ソー
ラーシステムなどの訪問販売などさまざまです。ご注
意ください。

問ふるさと振興課　消費者相談窓口☎ 62-8532

届出の種類 届出の期間 必要なもの

転入届 住み始めた日から
14 日以内

転出証明書、印鑑
国民年金手帳（加入者）

転出届 転出する前
14 日以内

印鑑、印鑑登録証、
国民健康保険証、後期高齢
者医療被保険者証、介護保
険証（加入者）

転居届 転居した日から
14 日以内 同上

世帯変更届
世帯主変更
世帯合併・分離

変更があった日か
ら 14 日以内

印鑑
国民健康保険証（加入者）

※届出の際は、本人確認のため運転免許証などを持参ください。

能登杜氏自醸清酒品評会

ふるさとタクシー

土砂災害防止に関する絵画・作文

高額介護サービス費

公民館開館時間

お知らせ

お知らせ

ニュース

お知らせ

お知らせ

　能登杜氏組合は、下記日程で能登杜氏自醸清酒品評
会を開催します。
　「きき酒一般公開」では、能登杜氏が精魂込めて醸
した、多数の出品酒がきき酒できます。どなたでもご
自由にご参加ください。

〈日時〉
4 月 26 日㈫ 10:00 ～　審査会（関係者のみ）
4 月 27 日㈬ 13:00 ～　きき酒一般公開　受賞酒など

〈場所〉内浦スポーツ研修センター
　　　　能登町字布浦（内浦体育館横）

　能登空港と各地をバス並みの低料金で結ぶ乗り合い
タクシー「能登空港ふるさとタクシー」。
　利用者の利便性の向上や事業の合理化を図るため、
４月１日から予約連絡先と受付時間が変わります。
◆予約連絡先（ふるさとタクシー運行会社）  
　　港観光バス㈱☎ 0768-22-7411  
◆予約受付締切時間 　前日の 17:00 まで  
※詳細は能登町ホームページなどでご確認ください。

　土砂災害防止月間（毎年 6
月）の行事の一環として募集さ
れた「土砂災害防止に関する絵
画・作文」。全国から応募され
た 4,552 作品の中から向口和
馬君の絵画が優秀賞を受賞しま
した。

　高額介護サービス費はこれまで、月ごとに領収書を
添付して申請することになっていましたが、平成 23
年 1 月サービス利用分からは初回のみ申請書を提出
すれば、その後は対象となった場合に自動的に払い戻
しされるようになります。（添付していた領収書は不
用になります）
　平成 22 年 12 月以前のものの申請はこれまでどお
り領収書の添付が必要です。

次回からは窓口や郵送での申請は不用となります
が、自動支払の手続き上、これまでより 1 カ月遅れ
となりますので、ご了承ください。

問健康福祉課☎ 72-2502

【４月１日からの開館時間】
鵜川公民館 8:30 ～ 17:15・瑞穂公民館 8:30 ～ 12:30
休館日は従来どおり（日・月・祝日）です。

問能登消防署   ☎ 62-0492

収 録 後、 ジ ュ
デ ィ さ ん を 囲
ん で 記 念 撮 影
＝ 波 並 大 敷 網
組合の倉庫で

能登町奨学生を募集します
問教育委員会事務局   ☎ 72-2509

能登町奨学金募集

　平成 23 年度能登町奨学金貸与を受ける生徒・学生
を募集します。必要書類など詳細については、町ホー
ムページまたは下記までお問い合わせください。
◆貸与資格
　①本町に現に引き続き３年以上居住する人の子弟　
　　であること。
　②以下のいずれかに在学し、品行方正、学術優秀、
　　身体強健であること。
　・高等学校（特別支援学校の高等部を含む）
　・高等専門学校または専修学校の修業年限が２年　
　　以上の高等科もしくは専門課程
　・大学（大学院を除く）
　③学費の支弁が困難であること。
　④同一世帯または２親等以内の親族に町税などの　
　　滞納がないこと。
◆貸与区分　   金額（月額）
　高校　　　　20,000 円
　※能登高校入学者には、25,000 円の特枠制度あり
　短大・高専　25,000 円
　大学　　　　30,000 円
◆受付期間　平成 23 年 4 月 11 日㈪～ 4 月 28 日㈭

震災に便乗した詐欺にご注意ください

202011.4  № 7421

４月の納期税金

軽自動車税の納期限は５月２日㈪です。
納期限までに納付しましょう。



【入札結果】
2月16日～3月15日

件　  名 場所 担当課 契約額（税込） 落札者

柳田地区　小間生工区　法面保護工事 小間生 農林水産課 6,037,500 円 ㈲モアグリーン

柳田地区　鴨川工区　法面保護工事　その 2 鴨川 農林水産課 8,662,500 円 ㈲モアグリーン

柳田地区　簡易水道再編推進事業
舗装本復旧工事（斉和地内）

中斉 上下水道課 6,982,500 円 ㈱ソテック

町道 2 級宇出津 8 号線　災害防除工事 宇出津 建設課 15,225,000 円 ㈱ランドスケープ開発

町道 2 級大箱北河内 1 号線　舗装工事 北河内 建設課 7,140,000 円 島屋建設㈱

町道藤ノ瀬 5 号線　道路改良工事（その 2） 藤ノ瀬 建設課 10,242,750 円 鈴平建設㈱

町道藤波矢波 1 号線　舗装工事（その 2） 波並 建設課 9,660,000 円 丸建道路㈱

町道 1 級小木市之瀬 1 号線　道路改良工事
（舗装工）

小木 建設課 10,500,000 円 ㈱ソテック

町道 1 級小木市之瀬 1 号線　道路改良工事
（その 2）

小木 建設課 13,923,000 円 ㈱西中建設

町道 2 級笹川十郎原 1 号線　道路改良工事
（河川工）

十郎原 建設課 15,750,000 円 ㈱青木産業

環境資材倉庫　建設工事 上町 環境対策課 46,200,000 円 ㈱鼎建設

環境資材倉庫　建設工事（機械設備） 上町 環境対策課 9,250,500 円 ㈱三宅配管

学校図書館蔵書購入
柳田小学校

外 10 校
教育委員会

事務局
5,132,400 円 とみたや

中央図書館　書架等購入 宇出津
教育委員会

事務局
5,046,300 円 ㈱千間

町道 2 級柿生 1 号線　道路改良工事（1 号箇所） 柿生 建設課 10,920,000 円 ㈲釣谷組

町道 2 級小木 2 号線　災害防除工事 小木 建設課 13,125,000 円 興信工業㈱

広報紙では、契約金額が500 万円以上の入札結果を掲載しています。全入札結果は
町ホームページに掲載していますので、ご覧ください。　　　問監理課☎62-8504
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対
象
と

な
る
申
請
者
本
人
の
所
得
を
除
外
し

て
審
査
を
行
い
ま
す
。

　

特
例
免
除
を
申
請
さ
れ
る
場
合

は
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
や
雇

用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
な
ど
の
公

的
機
関
の
証
明
書
の
写
し
を
添
付
し

て
、
役
場
町
民
課
国
民
年
金
係
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

学
生
で
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
場
合
は
、
学
生
納
付
特
例

制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
七
尾
年
金
事
務
所

　
　

☎
０
７
６
７
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６
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シ
リ
ー
ズ
国
民
年
金
⑦

多
文
化
共
生
の
と
び
ら

た  

ぶ
ん
か   

き
ょ
う
せ
い

本ほ
ん
ね
ん
ど

年
度
も
国こ

く
さ
い
こ
う
り
ゅ
う

際
交
流
サ
ロ
ン
を
継け

い
ぞ
く続

　

地ち
い
き域

住じ
ゅ
う
み
ん

民
の
皆み
な

さ
ん
と
在
ざ
い
じ
ゅ
う住

外が
い
こ
く国

人じ
ん

と
が
交
こ
う
り
ゅ
う流

す
る
国こ
く
さ
い際

交こ
う
り
ゅ
う

流
サ
ロ
ン

は
、
本ほ
ん
ね
ん
ど

年
度
も
引ひ

き
続つ
づ

き
開か
い
さ
い催
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

日に
っ
て
い程
は
次つ
ぎ

の
と
お
り
で
、
偶ぐ
う
す
う
づ
き

数
月

の
第だ
い

3
水す
い
よ
う
び

曜
日
午ご

ご後
7
時じ

か
ら
で

す
。
お
気き
が
る軽

に
ご
参さ
ん
か加

く
だ
さ
い
。

中ち
ゅ
う
ご
く国
の
「
春し

ゅ
ん
せ
つ節
」
を
紹し

ょ
う
か
い介

　

22
年ね
ん
ど度

最さ
い
ご後

の
「
能の

と登
国こ
く
さ
い際

交こ
う
り
ゅ
う

流
サ
ロ
ン
」
は
2
月が
つ

16
日に
ち

、
柳や
な
ぎ
だ田

山さ
ん
そ
ん
か
い
は
つ

村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
開ひ
ら

か
れ
、

参さ
ん
か
し
ゃ

加
者
が
中
ち
ゅ
う
ご
く国

の
旧
き
ゅ
う
し
ょ
う
が
つ

正
月
に
あ
た
る

「
春し
ゅ
ん
せ
つ節

」
に
ち
な
ん
だ
料り
ょ
う
り理

を
楽た
の

し

み
ま
し
た
。

　

能の
と
ち
ょ
う

登
町
の
多た
ぶ
ん
か

文
化
共き
ょ
う
せ
い
す
い
し
ん
い
ん

生
推
進
員
で

中ち
ゅ
う
ご
く国
大だ
い
れ
ん連
出し
ゅ
っ
し
ん
身
の
浅あ
さ
い井
麗れ
い
か華
さ
ん

と
一い
っ
し
ょ緒

に
、
参さ
ん
か
し
ゃ

加
者
25
人に
ん

が
春
し
ゅ
ん
せ
つ節

の

時と
き

に
家か
て
い庭

で
食た

べ
る
水す
い

ギ
ョ
ー
ザ
や

ゴ
マ
団だ
ん
ご
じ
る

子
汁
な
ど
を
調ち
ょ
う
り理
。
こ
の
後あ
と

全ぜ
ん
い
ん員

で
料り
ょ
う
り理

を
囲か
こ

み
、
浅あ
さ
い井

さ
ん
が

「
倒と
う
ふ
く福

」
と
呼よ

ば
れ
る
春し
ゅ
ん
せ
つ節

の
飾か
ざ

り

な
ど
に
つ
い
て
紹
し
ょ
う
か
い介

し
ま
し
た
。

能登国際交流サロン開催日
① 4月20日 能都庁舎　2階ロビー
② 6月15日 能都庁舎　2階ロビー
③ 8月17日 能都庁舎　3階302会議室
④ 10月19日 能都庁舎　2階ロビー
⑤ 12月21日 能都庁舎　3階302会議室
⑥ 2月15日 能都庁舎　3階302会議室

※偶数月の第 3 水曜日で、時間は 19:00 ～ 20:30

▲

浅
井
さ
ん
か
ら
ギ
ョ
ー
ザ
の
作
り
方
を

　

習
う
参
加
者
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ふ
る
さ
と
農
道「
羽
生
地
区
」開
通

　

中
ノ
又
～
越
坂
間
12
・
３
㌔
が
つ
な
が
る

　

平
成
17
年
度
か
ら
石
川
県
と
能
登
町
が
整
備
を

進
め
て
い
た
、
ふ
る
さ
と
農
道
「
羽
生
地
区
」
が

3
月
20
日
に
開
通
し
ま
し
た
。
20
日
は
午
前
10
時

か
ら
安
全
祈
願
祭
、11
時
か
ら
開
通
式
が
行
わ
れ
、

工
事
関
係
者
や
地
権
者
な
ど
約
１
０
０
人
が
、
時

長
地
区
と
羽
生
地
区
を
結
ぶ
３
・
４
㌔
の
開
通
を

祝
い
ま
し
た
。

　

羽
生
地
区
の
完
成
に
よ
り
、
中
ノ
又
か
ら
越
坂

ま
で
の
12
・
３
㌔
が
つ
な
が
り
ま
し
た
。
珠
洲
道

路
や
国
道
２
４
９
号
と
の
ア
ク
セ
ス
が
飛
躍
的

に
向
上
す
る
こ
と
で
、
農
産
物
な
ど
の
物
流
や

九
十
九
湾
へ
の
観
光
ル
ー
ト
な
ど
、
新
た
な
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

【写真上】谷本県知事、持木町長らと小木保育園
園児がテープカット。この後、能登警察署のパ
トカーを先頭に「走り初め」が行われました。

【写真下】開通式では、小木保育園園児らが小木
地区に伝わる春、夏、秋祭りの太鼓を披露。安
全と豊漁を祈願しました。
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中
央
図
書
館 （
宇
出
津
公
民
館
内
）

　
　
　

☎
62
ー
３
４
５
８

4 月の新刊案内

　あんでらすの鐘　澤田ふじ子　
　at Home 　本多孝好
　烙印　天野節子
　信玄の軍配者　富樫 倫太郎
 
　※本、ビデオを返却していない人はすみやか
　　に返却してください。

行事あんない

　■おはなし会　　　  9 日㈯・20 日㈬ 14:30
　■おはなし学習会　13 日㈬ 19:30
　■おはなし勉強会　17 日㈰ 13:30 
　■読書会　　　　　27 日㈬ 13:30

〈開館時間〉水～日曜日 9:00 ～ 17:00
〈休館日〉月曜日、火曜日、祝日

こどもみらいセンター　☎ 62-1503　★：対象未就園児の親子

◆開館時間 9:15 ～ 17:30　◆休館日  月曜日、第３日曜日
9 日㈯ 13:30　こどもクッキング

15 日㈮ 10:30　★子育て教室
22 日㈮ 10:30　★身体計測
29 日㈮   9:30　児童館遠足

まつなみキッズセンター　☎ 72-0269

◆開館時間 10:00 ～ 18:00　◆休館日  日曜日、月曜日
6 日㈬ 15:00　読み聞かせボランティア「ひまわり」
8 日㈮ 15:30　ペン上手（硬筆学習）　※ 22 日㈮も

13 日㈬ 15:00　さくらミニお茶会
16 日㈯ 14:00　読み聞かせボランティア「ひまわり」
20 日㈬ 15:00　こどもかんたんクッキング　※ 松波公民館と合同
27 日㈬ 15:00　あっぷるたいむ「なかよしレクリエーション」

○第 20 回 花見だよ！イン能登さくら駅
　4 月 17 日㈰　10:00 ～

〈場所〉能登鹿島駅
〈見所〉今年も桜咲き誇る鹿島駅で、太鼓や

歌謡ショー、ゲームなどをお楽しみください。
問穴水町観光交流推進室　
　☎ 0768-52-3790

 ○曳山祭
　4 月 4 日㈪～ 6 日㈬

〈見所〉輪島に春の訪れを告げる住吉、重蔵
神社の「曳山祭」。漆塗りが施された高さ５
ｍの華麗な山車が輪島の街を練り歩きます。
各神社ごとにさまざまなイベントも行われま
す。

○道の駅すずなり 一周年記念イベント　
　4 月 3 日㈰ 10:00 ～ 14:00

〈見所〉先着 200 人に、あかもく（海藻）入
り酒かす汁を振る舞うほか、会場には食のテ
ント、おらっちゃの里山市場などが並びます。
当日限定のすずなりさん大判焼きもあるよ。

能登町からは「天狗平の御所桜」を紹介。

穴
水
町

輪
島
市

珠
洲
市

※大会案内や結果は、主催者、学校、スポーツ少年
　団などからの報告により掲載しています。

 麒麟の翼 
  ■ 東野圭吾  

　 大人気「加賀恭一郎シリーズ」　
　の第 9 弾。 東野圭吾作家生活 25

　周年特別刊行。

 ばんば憑き 
 ■宮部みゆき
　老女が語り出す 50 年前の忌
まわしい出来事とは。心騒が
す全 6 話。

スポーツ
カルチャー

案内＆結果

Let's
 Enjoy Sports

 and  cultu
re

　2 月 27 日、能登町スポーツ少年団
交流会が内浦体育館で行われ、団員や
指導者など 250 人が参加しました。
　普段は、別々に練習してる団員どお
しが、レクリエーションなどで交流を
深めました。

第 54 回内浦一周駅伝競走大会
〈日時〉6 月 5 日㈰　受付 8:00 ～
〈受付場所〉旧小木小学校グラウンド
〈参加費〉1 チーム 2,000 円
〈種目〉1 部：町民、町出身者、町に

3 カ月以上勤務している人　２部：1
部・３部以外　3 部：中学生の部

〈チーム編成〉監督 1 人、選手 5 人、
補欠 4 人以内

〈申込期限〉5 月 26 日㈭
問町陸上競技協会　高田☎ 62-0124

第 6 回能登町少年柔道大会（1/9）
〈園児の部〉③尾形幸誠　③重野勇成
〈小学１年〉①重野泰成　③岩谷琉真
〈小学 3 年〉②岩谷惇也　③出村有斗
〈小学 4 年〉①尾形怜雅　②松井幹太

③山口海里　③青山祐也

〈小学 5 年〉　②川端優也
〈小学 6 年〉①尾形結熙　③和田祐樹
〈中学生の部〉①山本達也　②東手雄

太　③山本竜之介　③久田孔輝

第 22 回北信越小学生バドミントン大
会（3/6）

〈小学 5 年生男子の部〉②能登町ジュ
ニア（川崎・塩山・谷口・安孫・山本
希・山本幸・新出・山根）

第 6 回能登町バレーボール選手権
①能都クラブ　② Q ピーズ　③ T・J・K
③木郎走志会
最優秀選手：国谷翔汰（能都クラブ）

第7期名人位挑戦者決定戦（将棋）3/6
〈A 級〉①脇坂辰也（名人位挑戦者）

②垣内芳明　③山下武司
〈B 級〉①綱屋保治　②北浜一明　③

四辻寿器　③中谷内信春

狂犬病予防注射巡回のお知らせ
～飼い犬は年 1 回狂犬病予防注射を受けなくてはいけません～

未登録の犬は現地で登録ができます。持ち物を確認して必ず受けま
しょう！場所や時間帯が変更となった会場がありますので、
気をつけてください。

〈登録済みの犬〉
押印した案内はがき

（4 月上旬に送付予定）と
3,000 円が必要

〈新規登録の犬〉
印鑑と 6,000 円が必要

問環境対策課☎ 62-8507

　狂犬病とはウイルス性の感染症で、犬だけでなく人はもちろん、あ
らゆる哺

ほにゅう

乳動物に感染します。この病気は、発病した動物にかまれる
事で感染し、けいれんや狂騒などを引き起こし、治療法がないためほ
ぼ 100% の確率で死に至ります。日本では予防接種、検疫、野犬の捕
獲を徹底し、1957 年以降発生していませんが、ほとんどの国では狂
犬病の撲滅に成功しておらず、毎年数万人が死亡しています。
　狂犬病はいつ日本に侵入しても不思議ではありません。過去の病気
ではないことを認識し、予防接種義務を守りましょう。

注射の日程 会　場 時　間

4 月 20 日
水

旧おおぞら農協神野事業所前 10:00～10:15
寺五集会所 10:30～10:40
旧おおぞら農協斉和支所前 10:45～11:00
岩井戸分団車庫横 11:15～11:30
小間生集会所前 13:00～13:20
柳田山村開発センター前 13:30～13:45
上町公民館前 13:55～14:25

4 月 21 日
木

柏木集会所前 10:00～10:05
宮地集会所前 10:15～10:25
旧瑞穂小学校前 10:35～10:50
柿生地区集会所前 10:55～11:05
鵜川支所 11:10～11:30
七見白山神社前 13:00～13:10
矢波集会所前 13:15～13:25
三波分団車庫横 13:30～13:45
藤波柳倉集会所前 13:50～14:00
神目神社下 14:05～14:20

4 月 22 日
金

不動寺公民館前 10:00～10:30
秋吉あまめはぎ公園 10:35～10:45
白丸公民館前 10:50～11:00
旧九十九湾小木駅 11:10～11:35
小木支所 13:00～13:40
高倉出張所 13:45～14:05

4 月 24 日
日

柳田体育館前 10:00～10:40
内浦庁舎 11:10～11:50
能都庁舎 13:10～14:10

能登町スポーツ少年団交流会

2425
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☎ 62-1311
http://www.hospitalnet.jp/

診療情報は、病院ホームページで確認できます。

20.0

■耳鼻咽喉科の診察日が変更になります
　4 月から耳鼻咽喉科の診察日と医師が変更になります。
　診察：毎週月曜日（中西医師）、毎週木曜日（杉本医師）

■脳神経外科の医師が変更になります
　毎週木曜午前は、田中医師と上出医師が隔週で診察していま
したが、4 月から上出医師に変わって長谷川医師が診察します。

■糖尿病・内分泌外来診察日の案内
　糖尿病のコントロール・治療が必要と判断された人、高脂血
症などの人を対象に専門の医師が精密検査や治療を行います。
内科までお越し下さい。
　4 月の診察日：11 日㈪、25 日㈪

公立宇出津総合病院
だより

公立宇出津総合病院
だより

　木の芽とは、サンショウの若い葉をさします。新物のた
けのこをゆでて、木の芽を摘んで作る木の芽あえは、さわ
やかな香りと緑の色を楽しむ春の一品です。

〈材料〉（木の芽みそ）
・サンショウの葉　7 枚ほど　・ほうれん草の葉　1 株ほど
・白みそ　大さじ 2 杯　・砂糖　小さじ 1 杯
・みりん　小さじ 1 杯　・だし汁　大さじ 1 杯
　（たけのこ）4 人分
・ゆでたけのこ　100g　・だし汁　60cc　・塩　少々
・砂糖　小さじ 1/2　・しょうゆ　少々

〈作り方〉
①サンショウの葉を洗って生のまま葉をとり、すり鉢
　でする。
②ほうれん草の葉の部分を洗って塩ゆでし、すり鉢で
　する。
③①と②を混ぜて白みそ、砂糖、みりん、だし汁を加
　えて混ぜる。

④ゆでたけのこを、だし汁、塩、砂糖、しょ
うゆで味付けし③のみそとあえる。
※ゆでたイカを加えてもおいしいです。
　レシピ提供　

不動寺地区食生活改善推進員

【レシピ 11】 　たけのこの木の芽あえ

4 月 3 日㈰ 4 月 10 日㈰ 4 月 17 日㈰ 4 月 24 日㈰ 4 月 29 日㈮

はしもとクリニック
（能登町崎山）

☎ 62-8300

井端内科医院
（珠洲市宝立町）

☎ 84-2535

生垣医院
（能登町柳田）

☎ 76-0001

あいずみクリニック
（珠洲市飯田町）

☎ 82-0002

持木メディカル
クリニック

（能登町宇出津）
☎ 62-1210

熊野医院
（輪島市鳳至町下）

☎ 0768-22-1100

白藤医院
（穴水町川島）
☎ 0768-52-0018

宮下医院
（輪島市三井町）
☎ 0768-26-1311

山岸医院
（輪島市門前町）
☎ 0768-42-1565

嘉門内科クリニック
（輪島市杉平町）
☎ 0768-22-6776

　※都合により当番医が変更になる場合がありますので、あらかじめ電話してから受診してください。

　特定健診は 6 月 16 日夜からはじまります。特定健診を受診するには、受診券と健康保険証が必要になります。5 月ごろから、
加入している医療保険者から受診券が送付されますので無くさないようにお持ちください。
　今年度は、6 月 16 日から 7 月 13 日の間に各地区で実施します。詳しくは、6 月広報と同時配布される案内をご覧ください。

健康福祉課 ☎ 72-2504

乳児健診・BCG接種
〈日　時〉4 月 21 日㈭〈受付時間〉12:45 ～ 13:00
〈場　所〉能都庁舎  1 階集会室
〈対象児〉平成 22 年 10 月 11 日～ 11 月 30 日生まれ
〈持ち物〉母子健康手帳、健診おたずね票、BCG 予診票、  バ

　　　　  スタオル
〈担当医〉公立宇出津総合病院小児科医師、千間医師

　　　　  保健師、栄養士

ポリオ生ワクチン投与
〈日　時〉4 月 28 日㈭〈受付時間〉14:00 ～ 14:30
〈場　所〉能都庁舎  1 階集会室
〈対象児〉生後 3 カ月～ 90 カ月でポリオ生ワクチンを 2 回

　　　　   投与していないお子さん
〈持ち物〉母子健康手帳、ポリオ予診票

離乳食教室～離乳食開始から2回食まで編～

　離乳食がはじまるころから、2 回食（およそ 8 カ月）まで
の教室です。参加を希望する人は、4 月 8 日㈮までに健康福
祉課へ申し込みください。参加は無料で身体計測もできます。

〈日　時〉4 月 12 日㈫〈受付時間〉10:00 ～ 10:20
〈場　所〉こどもみらいセンター
〈持ち物〉母子健康手帳・エプロン、スプーンなど
〈担　当〉保健師・栄養士

　厚生労働省で、予防接種との因果関係について調査中
です。安全性が確認されるまで接種はしばらくお待ちく
ださい。

小児用肺炎球菌ワクチン・ヒブワクチン
　　　　　　の一時的見合わせについて

　自己負担の解消を図るため接種券を交付します。
新たにワクチン接種を希望する場合は、健康福祉課に 1
週間前までに申し込み（電話申し込み可）をしてくださ
い。申し込みを受けてから接種券を交付します。
◆接種について必ずしてほしいこと
①健康福祉課に 1 週間前に申し込み、接種券の交付を受
　ける。（氏名・生年月日・受診する医療機関など）
②医療機関に予約をして、当日接種券を持参
③町が契約している医療機関以外で接種を希望する場合
　は、健康被害の救済の関係で事前に契約の手続きが必
　要なため、お知らせください。

〈助成対象〉
①小学 6 年生から中学 3 年生、平成 22 年度内に 1 回以
　上子宮頸がん予防ワクチン接種を受けた平成 23 年度
　に高校 1 年生相当の年齢の女子

子宮頸がん予防ワクチン接種について

○平成 23 年度は 3 歳のお子さんに加え、4・9・10 歳
　のお子さんも接種勧奨年齢となっています。まだ受け
　ていない人は接種をお勧めします。ほかの年齢でも以
　下に該当すれば無料で接種できます。
　〈接種対象〉
　1 期　3 歳～ 7 歳半未満、9 歳～ 13 歳未満で未接種
　2 期　9 歳～ 13 歳未満

日本脳炎予防接種について

　18 歳から 69 歳までの人、
　献血にご協力ください。

〈日　時〉4 月 8 日㈮
　　　　  9:00 ～ 12:00

〈場　所〉柳田山村開発センター

献血のお知らせ

　特定健診では、あなたの血管が加速度的に痛む状態（メタボリックシンドローム）にないかを判定します。早くに気づき、
生活習慣（食事・運動）などを見直すことで、心筋梗塞、脳梗塞、腎不全による透析など重大な病気の発症を予防できます。
　平成 21 年度の特定健診結果で、能登町は男性 46%、女性 25% がメタボ・メタボ予備群に該当し、該当者の割合が県内で一
番多い結果でした。また血管の傷みによって引き起こされる急性心筋梗塞の死亡率が県内平均死亡率の約 2 倍となっています。

町メタボ予備群・該当者の状況（H21町国保特定健診から）

男性 女性

非該当 75%

非
該
当 

54 

%予備群該当
　  15%

メタボ基準該当
　 　   31%

メタボ基準該当
　 　   18%

（％） （％）

予備群該当 7%

30.0

70.0

60.0

50.0

40.0

男性

　0

急性心筋梗塞の年齢調整死亡率（移動平均） 県との比較

H8 H8 9  910 1011 1112 1213 1314 1415 1516 1617 1718 18

10.0

20.0

60.0
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40.0

30.0

女性

　0

能登町
石川県
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   お  知  ら  せ

商業・法人登記事務の取扱変更

　金沢地方法務局七尾支局・輪島支
局が管轄する市町（能登町など）の
会社・法人に関する登記事務は、6 月
20 日㈪から金沢地方法務局登記部門
で取り扱うことになります。
　会社・法人登記の登記事項証明書、
印鑑証明書の交付事務は引き続き七
尾支局・輪島支局でも取り扱います
が、登記事項要約書の交付事務は取
り扱いません。なお不動産の登記事
務については、取り扱いの変更はあ
りません。
問金沢地方法務局輪島支局 
　☎ 0768-22-0426

協会けんぽご加入のみなさんへ

　平成 23 年 3 月分（4 月納付分）か
ら石川支部における保険料率が変更に
なります。
　健康保険料率　9.36% → 9.52%
　介護保険料率　1.50% → 1.51%
問全国健康保険協会石川支部
　☎ 076-264-7200

廃ＦＲＰ船処理は登録販売店へ

　平成 17 年から廃 FRP 船を再資源化
するリサイクルシステムが始まってい
ます。地域ごとに期間を決めて、「登
録販売店」マークのある販売店で受け
付けを行っています。詳しくは下記ま
で問い合わせください。
問 FRP リサイクルセンター
　☎ 03-3567-6929

「能登丼」を提供する参加店募集

　「能登丼」を提供する新たな参加店
を募集します。参加資格を満たし、能
登丼の定義を遵守できる店舗を対象と
します。

〈参加資格〉
①奥能登 2 市 2 町にあること
②飲食店等の営業許可（食品衛生法第
　52 条）を受けていること
③「能登丼事業協同組合」に参加し、
　出資金・会費を収めること（金額な
　どは事務局に問い合わせください）

〈提供期間〉平成 23 年 7 月 1 日～

　　　　　　　　平成 24 年 6 月 30 日

※季節限定で提供を行う場合も、今回の

　参加申し込みをしてください。

〈遵守要件〉
①「能登丼」の定義を遵守し、提供。
②「おもてなし」の心を大切にし、何
　よりもお客さまに喜んでもらうこと
　を最優先に日々努力すること
③「提供を明示するブランドマーク（の
　ぼり旗）を店頭掲示すること
④以上の要件を 1 つでも満たさないと
　判断される行為などが発見された場
　合は、組合が認定を取り消すことに
　ついて同意すること

〈申込締切〉4 月 15 日㈮

問能登丼事業協同組合☎ 0768-52-2114
　奥能登ウェルカムプロジェクト推進
　協議会事務局　☎ 076-225-1312

求人申込用紙が変更になります

　4 月 11 日から求人申し込みに使用
する様式が変更になり、最初の求人更
新は電話では、受け付けできませんの
でご了承願います。新たに求人を申し

込む場合や更新する場合は、新しい求
人申込用紙で申し込みしてください。
問ハローワーク輪島 ☎ 0768-22-0325
　ハローワーク能登 ☎ 62-1242

  講  座・講  習

パソコン基礎演習で離職者支援

　厚生労働省では、離職した人の就職
を支援するため、次の人材育成事業を
行います。

〈講座名〉基礎演習科（パソコン初級
から応用まで）

〈期間〉  4 月 27 日～ 10 月 26 日（6 カ月）
火曜～土曜日

〈時間〉9:00 ～ 16:00〈定員〉20 人
〈場所〉のとふれあい文化センター
〈対象〉就職を強く希望している人
〈受講料〉無料（テキスト代約12,030円）
〈募集締切〉4 月 13 日㈬

※雇用保険を受給できない人で、一
定の要件を満たす人は、訓練・生活支
援給付金などを受給できます。
問ドット本社 　☎ 0767-22-8222
　ハローワーク輪島☎ 0768-22-0325

  募　集

平成23年度国家公務員採用試験

　受験案内・受験申込書は郵便でも請
求できます。
国家公務員Ⅰ種・Ⅱ種・Ⅲ種、国税専門
官、労働基準監督官、法務教官、航空管
制官、刑務官、入国警備官、皇宮護衛
官、航空保安大学校学生、海上保安学
校学生（特別）、海上保安学校学生、海
上保安大学校学生、気象大学校学生

http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm

問人事院中部事務局  ☎ 052-961-6838

「平和を、仕事にする。」自衛官募集 

　防衛省では一般幹部候補生と一般曹
候補生を募集しています。

〈受付期限〉5 月 6 日㈮
〈試験場所〉金沢新神田合同庁舎

■一般幹部候補生
　〈試験日〉5 月 14 日㈯・15 日㈰
■一般遭候補生
　〈試験日〉５月 21 日㈯
問自衛隊能登地域事務所
　 ☎ 0768-52-4175

国際ボランティアに参加しよう

　今、開発途上国ではさまざまな分
野において、あなたの技術・知識・豊
かな経験が求められています。

〈募集期間〉4 月 1 日㈮～ 5 月 16 日㈪
　上記募集期間中、「体験談＆説明会」
を実施します。詳しい日程や応募方法
などについては、下記までお問い合わ
せください。　http://www.jica.go.jp

問 JICA 北陸  ☎ 076-233-5931

  相　談

能登法律相談センターの相談日 

〈4 月〉7日、14日、21日（木曜日）
〈時間〉13:45 ～ 16:15（要予約）
〈場所〉穴水町保健センター
〈申し込み〉相談日前日の午後 5 時ま

でに電話で予約ください。
〈相談料〉30 分以内：5,000 円

問金沢弁護士会 ☎ 076-221-0242

心配ごと相談をご利用ください 

■能都庁舎
　8 日㈮ 10:00 ～ 12:00
■鵜川公民館
　19 日㈫ 10:00 ～ 12:00
■笹ゆり荘
　12 日㈫、26 日㈫ 10:00 ～ 12:00
■内浦福祉センター
　11 日㈪ 13:30 ～ 15:30
■小木支所　
　20 日㈬ 13:30 ～ 15:30
問社会福祉協議会 ☎ 72-2322

行政相談委員が相談に応じます

　暮らしの中のさまざまな困り事につ
いて、総務大臣から委嘱された行政相
談委員が無料で相談に応じます。ぜひ
ご利用ください。

〈相談時間〉 10:00～ 12:00

会場 日程 相談員

鵜川公民館 4月19日㈫ 吉岡相談委員
☎ 67-2221

笹ゆり荘 4月19日㈫ 廣橋相談委員
☎ 76-0088

問町総務課 ☎ 62-8510

家庭教育やＤＶで悩んでいたら 

能登町なんでも相談「カナリア」
相談電話番号☎ 76-2874

〈相談日時〉毎週火、木曜日
　　　　　  10:00 ～ 14:00
※祝日、年末年始、お盆時期は休み

　　　問能登警察署・能登防犯協会
 　☎ 62-1334

能登空港のっぴーフリマ 　5月3日、４日 10:00 ～ 15:00　

◆出店資格
　・開催日において 20 歳以上  ・販売を業としていないこと
　・飲食物、動植物、公序良俗に反する物品を販売しない
　・主催者が不適当と判断した場合は出店を認めない

◆応募締切日　4 月 20 日㈬  17:00 まで
問能登空港賑わい創出実行委員会 ☎ 0768-26-2303

～出店者大募集～
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消防団として最高の栄誉

日本消防協会
特別表彰　「まとい」

30

―Vol.53―

「
消
防
団
と
し
て
最
高
の
栄
誉

を
受
賞
す
る
こ
と
が
で

き
、
誇
り
に
思
っ
て
い
る
」
と
田
口

正
一
団
長
（
63
）
＝
波
並
＝
は
目
を

細
め
る
。

　

2
月
24
日
、
日
本
消
防
会
館
（
東

京
都
）
の
壇
上
で
、
能
登
町
消
防
団

が
日
本
消
防
協
会
特
別
表
彰
『
ま
と

い
』
を
受
賞
し
た
。

　

全
国
約
２
３
０
０
の
消
防
団
か
ら

毎
年
10
消
防
団
に
贈
ら
れ
る
。
受
賞

に
は
、
消
防
庁
長
官
旗
な
ど
の
受
賞

歴
や
全
国
消
操
法
大
会
へ
の
出
場
歴

な
ど
の
厳
し
い
基
準
が
設
け
ら
れ
て

い
る
と
い
う
。

　
「
今
回
の
受
賞
は
全
国
消
防
操
法

大
会
の
結
果
が
重
視
さ
れ
た
」
と
田

口
団
長
が
語
る
と
お
り
、
ポ
ン
プ
車

操
法
に
お
け
る
能
登
町
消
防
団
の
実

績
は
ま
さ
に
日
本
一
だ
。

　

こ
れ
ま
で
全
国
消
防
操
法
大
会
に

5
度
出
場
。
近
年
は
優
勝
1
回
、
準

優
勝
2
回
と
い
う
抜
群
の
成
績
で
、

全
国
の
消
防
団
か
ら
常
に
注
目
を
浴

び
る
。
田
口
団
長
も
三
波
分
団
の
団

員
と
し
て
、
そ
の
礎
を
築
い
て
き
た

メ
ン
バ
ー
の
一
人
だ
。

　
「
や
る
か
ら
に
は
、
と
こ
と
ん
や

り
た
い
」
と
分
団
長
を
し
な
が
ら
指

揮
者
も
こ
な
し
、
県
内
外
の
消
防
団

視
察
な
ど
研
究
を
重
ね
て
き
た
。

　
「
団
員
か
ら
練
習
が
つ
ら
い
と
い

う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
そ

の
精
神
力
が
、
大
会
成
績
や
火
事
場

で
の
迅
速
な
消
火
に
つ
な
が
る
」

　

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
能
登

町
消
防
団
の
消
防
魂
。
そ
の
結
晶
と

も
い
え
る
『
ま
と
い
』
は
、
能
都
庁

舎
3
階
ロ
ビ
ー
に
展
示
さ
れ
る
。

能登町消防団

田口正一団長

救
援
物
資
を
宮

城
県
女
川
町
へ

　

3
月
17
日
、

能
登
町
は
宮
城

県
女
川
町
の
避

難
所
に
能
登
海
洋
深
層
水
の
脱
塩
水

10
㌧
や
毛
布
な
ど
救
援
物
資
を
届
け

ま
し
た
。
持
木
町
長
が
副
会
長
を
務

め
る
全
国
市
町
村
水
産
業
振
興
対
策

協
議
会
の
縁
で
、
第
1
弾
と
な
る
支

援
先
を
決
め
ま
し
た
。

　

第
２
弾
は
、
町
と
災
害
協
定
を

結
ん
で
い
る

千
葉
県
流
山

市
の
姉
妹
都

市
、
福
島
県

相
馬
市
に
向

け
て
３
月
18

日
に
出
発
し

ま
し
た
。

町
建
設
業
協
会
が
百
万
円
を
寄
託

　

能
登
町
建
設
業
協
会
は
3
月
17

日
、
被
災
地
支
援
の
た
め
の
義
援
金

１
０
０
万
円
を
町
に
寄
託
。
福
池
正

人
会
長
ら
４
人
が
能
都
庁
舎
を
訪

れ
、
持
木
町
長
に
託
し
ま
し
た
。

町
剣
道
協
会

が
募
金
活
動

　

3
月
20
日

に
内
浦
体
育

館
で
行
わ
れ

た
橘
重
敏
先
生
顕
彰
記
念
少
年
剣
道

大
会
で
、
町
剣
道
協
会
の
選
手
た
ち

が
義
援
金
の
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。
募
金
さ
れ
た
２
万
８
０
６
３
円

は
能
登
町
を
通
じ
て
被
災
地
に
寄
付

さ
れ
ま
し
た
。

小
木
中
学
校
生
徒
会
が
義
援
金

　

3
月
18

日
、
小
木
中

学
校
生
徒
会

執
行
部
6
人

が
、
学
校
や

地
元
ス
ー

パ
ー
な
ど
で

募
金
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
22
日
に
は
能
都
庁
舎

を
訪
れ
、
集
ま
っ
た
19
万
４
９
１
０

円
を
持
木
町
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

宇
出
津
病
院
の
医
師
と
看
護
師
が

宮
城
県
南
三
陸
町
へ

　

3
月
23
日
、
公
立
宇
出
津
総
合
病

院
の
瀬
島
照
弘
医
師
と
南
栄
子
看
護

師
、
谷
坊
紀
子
看
護
師
が
宮
城
県
南

三
陸
町
に
向

け
て
出
発
。

現
地
災
害
対

策
本
部
に
合

流
し
被
災
者

へ
の
医
療
救

護
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

こ せ き

の ま ど

2/15 ～ 3/14

人口（人） 20,848 － 39
男 9,797 － 14
女 11,051 － 25

世帯数（戸） 8,011 －   9

外国人登録者（人） 178
男 128
女 50

（前月比）
◉人口・世帯数 平成 23 年 3 月 1 日現在

個人情報保護のため、本人・ご家族の
希望があったものを掲載しています。

  

出
生
児　

  

両
親
の
名
前　

   

住
所

    　

  

氏
名　

         

本
籍        

住
所

      

氏
名　

           

年
齢  　

    

住
所 

谷
内
心こ
こ
ね音　

琢
哉
・
由
紀
子　

鵜　

川

宮
下
匠た
く
ま磨　

守
・
由
里
重　

武　

連

山
田　

瑞
み
ず
き　

俊
和
・
梢
恵　

小　

木

梶
山
知ち
さ
と里　

樹
男
・
明
美　

松　

波

喜
多
紗さ

や椰　

隆
志
・
総
子　

波　

並

東
﨑
大た
い
き輝　

雄
平
・
美
紀　

宇
加
塚

岩
井
千ち

悠ゅ

羅ら　

啓
明
・
愛
美　

宇
出
津

山
本
信
子　
　
　

92
歳　
　

宇
出
津

安
宅
元
雄　
　
　

87
歳　
　

宇
出
津

奥
田
て　
　
　
　

88
歳　
　
　

姫　

堀
田
は
な
子　
　

82
歳　
　

当　

目

小
谷
内
フ
サ　
　

90
歳　
　

上　

町

濵
﨑　

實　
　
　

87
歳　
　

七　

見

西
端　

明　
　
　

86
歳　
　

大　

箱

上
野
ハ
タ
ノ　
　

89
歳　
　

宇
加
塚

髙
橋
登
喜
枝　
　

61
歳　
　

矢　

波

釣
谷
政
信　
　
　

70
歳　
　

小　

木

田
中　

登　
　
　

66
歳　
　

小
間
生

松
山
ヒ
ロ　
　
　

101
歳　
　

柳　

田

松
岡
マ
ス
イ　
　

92
歳　
　

宇
出
津

谷
口　

実　
　
　

52
歳　
　

山　

中

森
谷
と
の
ゑ　
　

96
歳　
　

大　

箱

山
本
ト
シ
子　
　

74
歳　
　

宮　

犬

二
田
惠
子　
　
　

73
歳　
　

宇
出
津

長
坂
光
一
郎　
　

86
歳　
　

武　

連

新
出
常
𠮷　
　
　

53
歳　
　

十
郎
原

中
谷
義
弘　
　
　

75
歳　
　

松　

波

山
下
芽
枝　
　
　

94
歳　
　

時　

長

礪
波
法
享　
　
　

73
歳　
　

石　

井

井
谷
は
つ　
　
　

88
歳　
　

小　

浦

赤
阪
券
次　
　
　

79
歳　
　

鵜　

川

林　

裕
己　
　

大
阪
府

小
西
真
希
子　

宇
出
津

谷
内
口
良
克　

柳　

田

中
浦
綾
子　
　

輪
島
市

藤
野
智
宏　
　

白
山
市

東
濱
裕
子　
　

崎　

山

葊
澤
健
一　
　

崎　

山

市
村
依
里
子　

金
沢
市

（（（（

大
阪
府

柳　

田

　
白
山
市

金
沢
市

高
野
山
金
剛
流
御
詠
歌　

本
両
寺
、

法
華
寺
、長
福
寺
、平
等
寺　

5
万
円

濱
美
智
子
さ
ん
（
松　

波
）
5
万
円

中
谷
武
晴
さ
ん
（
松　

波
）
10
万
円

赤
阪
浩
幸
さ
ん
（
鵜　

川
）
10
万
円

以
上
、
能
登
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

釣
谷　

斉
さ
ん
（
小　

木
）
10
万
円

能
登
町
へ

小
谷
内
博
之
さ
ん
（
上
町
）
10
万
円

柳
田
中
学
校
へ

北
國
銀
行
松
波
支
店　

　

児
童
図
書
20
冊　

松
波
公
民
館
へ

●
お
詫
び
と
訂
正

　

3
月
号
25
㌻
の「
し
尿
く
み
取
り
・

浄
化
槽
清
掃
料
金
」
に
一
部
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。

【
誤
】
③
合
併
処
理
剰
余
汚
泥
抜
取

料　

追
加
90
㍑
に
つ
き
９
０
０
円
→

７
１
８
円

【
正
】
９
０
０
円
→
９
１
８
円

向
井
正
宏　
　

武　

連

小
川
淳
子　
　
神
奈
川
県

橋
本
大
輝　
　

松　

波

荒
井
法
子　
　

金
沢
市

（（

武　

連

金
沢
市

このほかにも、多くの皆さんから義援金、救援物資が役場に届けられています。
皆さんの善意は、必ず被災された方々へ届けます。ありがとうございました。


